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○議事日程

日程第 １ 会議録署名議員の指名

       （諸般の報告）

日程第 ２ 同意第２３号 美幌町教育委員会委員の任命について

日程第 ３ 同意第２４号 美幌町職員懲戒審査委員会委員の任命について

日程第 ４ 議案第３９号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について

日程第 ５ 議案第４０号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について

日程第 ６ 議案第４１号 北海道市町村総合事務組合規約の変更について

日程第 ７ 議案第４２号 美幌町子ども発達支援センター条例の一部を改正する条例制

定について

日程第 ８ 議案第４３号 美幌町地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例制定について

日程第 ９ 議案第４４号 平成２８年度美幌町水道事業会計未処分利益剰余金の処分に

ついて

日程第１０ 議案第４５号  平成２９年度美幌町一般会計補正予算（第４号）について

日程第１１ 議案第４６号  平成２９年度美幌町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）について

日程第１２ 議案第４７号  平成２９年度美幌町介護保険特別会計補正予算（第３号）に

ついて

日程第１３ 議案第４８号  平成２９年度美幌町公共下水道特別会計補正予算（第１号）

について

日程第１４ 議案第４９号  平成２９年度美幌町病院事業会計補正予算（第１号）につい

て

○日程追加事件

追加日程第１ 行政報告

追加日程第２ 議案第５０号 美幌町墓園等条例の一部を改正する条例制定について

追加日程第３ 議案第５１号 平成２９年度美幌町一般会計補正予算（第５号）

○議事日程

日程第１５ 認定第 １号  平成２８年度美幌町一般会計歳入歳出決算認定について

日程第１６ 認定第 ２号  平成２８年度美幌町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

について

日程第１７ 認定第 ３号  平成２８年度美幌町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定について

日程第１８ 認定第 ４号  平成２８年度美幌町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて

日程第１９ 認定第 ５号  平成２８年度美幌町公共下水道特別会計歳入歳出決算認定に

ついて

日程第２０ 認定第 ６号  平成２８年度美幌町個別排水処理特別会計歳入歳出決算認定

について

日程第２１ 認定第 ７号  平成２８年度美幌町水道事業会計決算認定について
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日程第２２ 認定第 ８号  平成２８年度美幌町病院事業会計決算認定について

日程第２３ 意見書案第７号 軽油引取税の課税免除特例措置の継続を求める意見書につ

いて

日程第２４ 意見書案第８号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を

求める意見書について

日程第２５ 意見書案第９号   適正な地方財政計画の策定を求める意見書について

日程第２６ 報告第１１号 健全化判断比率について

日程第２７ 報告第１２号 資金不足比率について

日程第２８ 報告第１３号 放棄した債権の報告について

日程第２９ 報告第１４号 平成２８年度教育委員会の主な事務の管理及び執行状況の点

検・評価の報告について

日程第３０ 報告第１５号 例月出納検査報告について（５月～７月分）

日程第３１ 議員の派遣について

日程第３２ 閉会中の継続調査について

○出席議員
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    １３番 古 舘 繁 夫 君  議 長１４番 大 原   昇 君

○欠席議員

なし

○地方自治法第１２１条第１項の規定による出席説明員

  美 幌 町 長       土 谷 耕 治 君
教 育 委 員 会       
教  育  長

平 野 浩 司 君

  監 査 委 員       髙 木   清 君

○地方自治法第１２１条第１項の規定による出席受任説明員

副 町 長       平 井 雄 二 君   総 務 部 長       広 島   学 君

  民 生 部 長       髙 崎 利 明 君   経 済 部 長       矢 萩   浩 君

  建設水道部長       石 澤   憲 君   病 院 事 務 長       但 馬 憲 司 君

  会 計 管 理 者       橋 本 美 典 君   事務連絡室長       中 村 敏 文 君

  総 務 主 幹       小 室 保 男 君   電 算 主 幹       河 端   勲 君

  まちづくり主幹      田 中 三智雄 君   政 策 主 幹 小 室 秀 隆 君

  財 務 主 幹       中 尾   亘 君   契約財産主幹       大 場 正 規 君

  税 務 主 幹       関   弘 法 君   環境生活主幹       佐々木   斉 君

  児童支援主幹       多 田 敏 明 君   福 祉 主 幹       遠 藤   明 君



－ 99－

  健康推進主幹       武 田 孝 司 君   農 政 主 幹       渡 辺 靖 行 君

  耕地林務主幹       伊 成 博 次 君   商 工 主 幹 後 藤 秀 人 君

観 光 主 幹 那 須 清 二 君   みらい農業センター主幹 午 来   博 君

建 設 主 幹       川 原 武 志 君   施設管理主幹       中 沢 浩 喜 君

  建 築 主 幹       西   俊 男 君   水 道 主 幹       御 田 順 司 君

  病院総務主幹       遠 國   求 君   地域医療連携主幹 高 山 吉 春 君

事務連絡室次長       志 賀   寿 君   事務連絡室庶務主幹 岩 田 憲 次 君

  教 育 部 長       田 村 圭 一 君   学校教育主幹       以 頭 隆 志 君

  学校給食主幹       石 田 勇 一 君   社会教育主幹 露 口 哲 也 君

  町民会館建設主幹 斉 藤 浩 司 君   スポーツ振興主幹 浅 野 謙 司 君

  博 物 館 主 幹 鬼 丸 和 幸 君   農業委員会事務局長 酒 井 祐 二 君         
選挙管理委員会事務局長       
監査委員室長       

谷 川 明 弘 君

○議会事務局出席者

  事 務 局 長       藤 原 豪 二 君   次     長 佐 藤 和 恵 君

  議 事 係 長       橋 本   勝 君   議 事 係       寺 田   好 君
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午前１０時００分 開議  

◎開議宣告

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。

ただいまの出席議員は１４名であります。

定足数に達しておりますので、これから平

成２９年第５回美幌町議会定例会第３日目

の会議を開きます。

―――――――――――――――――――

◎日程第 1 会議録署名議員の指名

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は会議規則第１２５条の

規定により、１番髙橋秀明さん、２番大江

道男さんを指名します。

―――――――――――――――――――

◎諸般の報告

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。

諸般の報告については、事務局長から報

告させます。

○事務局長（藤原豪二君） 諸般の報告を

申し上げます。

本日の会議につきましては、お手元に配

付しております議事日程のとおりでありま

す。朗読については省略させていただきま

す。

次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、第

１日目と同様でありますので、御了承願い

ます。

以上で、諸般の報告を終わります。

―――――――――――――――――――

◎議会運営委員長報告

○議長（大原 昇君） 昨日、議会運営委

員会を開きましたので、委員長からその結

果について報告を求めます。

１１番橋本博之さん。

○１１番（橋本博之君） 昨日、議会運営

委員会を開催いたしましたので、その内容

と結果について報告いたします。

町長から、合同納骨塚の寄贈についての

追加行政報告があります。

また、追加議案として、議案第５０号美

幌町墓園等条例の一部を改正する条例の制

定について及び議案第５１号平成２９年度

美幌町一般会計補正予算（第５号）につい

てが提出されましたので、本日、第３日目

の議案第４９号平成２９年度美幌町病院事

業会計補正予算（第１号）についての後に、

町長から追加の行政報告を受け、追加議案

２件を審議することに決定いたしました。

議員各位及び説明員の御理解と御協力を

お願いいたしまして、議会運営委員長とし

ての報告といたします。

以上です。

―――――――――――――――――――

◎日程追加の議決

○議長（大原 昇君） お諮りします。

ただいま、議会運営委員会委員長から報

告のあったとおり、日程第１４ 議案第４

９号平成２９年度美幌町病院事業会計補正

予算（第１号）の次に、行政報告、議案第

５０号美幌町墓園等条例の一部を改正する

条例制定について、議案第５１号平成２９

年度美幌町一般会計補正予算（第５号）を

日程に追加し、追加日程第１から追加日程

第３とし、それぞれ議題にしたいと思いま

すが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。

したがって、行政報告及び議案第５０号、

議案第５１号までを日程に追加し、追加日

程第１から第３までとし、それぞれ議題と

することに決定しました。

―――――――――――――――――――

◎日程第２ 同意第２３号

○議長（大原 昇君） 日程第２ 同意第

２３号美幌町教育委員会委員の任命につい

てを議題とします。

直ちに提出者の説明を求めます。

町長。
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○町長（土谷耕治君） 議案の２ページで

ございます。

同意第２３号美幌町教育委員会委員の任

命について御説明を申し上げます。

本町教育委員会委員加藤哲彦氏は、平成

２９年９月２７日をもって任期満了となる

ので、次の者を任命いたしたく、地方教育

行政の組織及び運営に関する法律第４条第

２項の規定により、議会の同意を求めるも

のでございます。

氏名、加藤哲彦氏。

住所及び生年月日につきましては、議案

に記載のとおりでございます。

以上、御説明を申し上げました。よろし

くお願いをいたしたいと思います。

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、同意第２３号美幌町教育委員

会委員の任命についてを採決します。

この採決は起立によって行います。

本件は、これに同意することに賛成の方

は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本件は、同意することに決

定しました。

―――――――――――――――――――

◎日程第３ 同意第２４号

○議長（大原 昇君） 日程第３ 同意第

２４号美幌町職員懲戒審査委員会委員の任

命についてを議題とします。

直ちに提出者の説明を求めます。

町長。

○町長（土谷耕治君） 議案の３ページで

ございます。

同意第２４号美幌町職員懲戒審査委員会

委員の任命について御説明を申し上げます。

本町職員懲戒審査委員会委員森一也氏、

久山祥子氏、広島学氏は、平成２９年９月

２９日をもって任期満了となるので、次の

者を任命いたしたく、地方自治法施行規程

第１７条第５項の規定により、議会の同意

を求めるものでございます。

氏名、森一也氏。

住所、生年月日につきましては、議案に

記載のとおりでございます。

氏名、久山祥子氏。

住所、生年月日につきましては、議案に

記載のとおりでございます。

氏名、広島学氏。

住所、生年月日につきましては、議案に

記載のとおりでございます。

以上、御説明を申し上げました。よろし

くお願いを申し上げます。

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、同意第２４号美幌町職員懲戒

審査委員会委員の任命についてを採決しま

す。

この採決は起立によって行います。

本件は、これに同意することに賛成の方

は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、原案のとおり同意すること

に決定しました。

―――――――――――――――――――

◎日程第４ 議案第３９号

○議長（大原 昇君） 日程第４ 議案第

３９号北海道町村議会議員公務災害補償等

組合規約の変更についてを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（広島 学氏） 議案４ページ

になります。

議案第３９号北海道町村議会議員公務災

害補償等組合規約の変更について御説明を

申し上げます。
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地方自治法第２８６条第１項の規定によ

り、北海道町村議会議員公務災害補償等組

合規約を次のとおり変更する。

記以下につきましては、参考資料により

御説明を申し上げますので、参考資料の１

ページをお開きいただきたいと思います。

資料１でございます。

改正目的につきましては、組合構成団体

の名称変更による規約の変更を行おうとす

るものでございます。

改正内容でございます。まず一つが、西

胆振消防組合が火葬場に関する事務追加に

伴いまして、西胆振行政事務組合に名称変

更を行ったこと、そしてもう１点が、江差

町ほか２町学校給食組合が、厚沢部町の脱

退に伴い、江差町・上ノ国町学校給食組合

に名称変更したことに伴います規約の変更

でございます。

根拠法令、それから施行日につきまして

は、記載のとおりでございます。

なお、変更に係ります新旧対照表を２ペ

ージに添付しておりますので、御参照いた

だければと思います。

以上、御説明を申し上げました。よろし

くお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第３９号北海道町村議会

議員公務災害補償等組合規約の変更につい

てを採決します。

この採決は起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

―――――――――――――――――――

◎日程第５ 議案第４０号

○議長（大原 昇君） 日程第５ 議案第

４０号北海道市町村職員退職手当組合規約

の変更についてを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（広島 学氏） 議案５ページ

になります。

議案第４０号北海道市町村職員退職手当

組合規約の変更について御説明を申し上げ

ます。

地方自治法第２８６条第１項の規定によ

り、北海道市町村職員退職手当組合規約を

次のとおり変更する。

記以下につきましては、参考資料の３ペ

ージで御説明をさせていただきたいと思い

ます。

資料の２でございます。

改正目的につきましては、議案第３９号

同様、構成団体の名称変更によります規約

の変更でございます。

改正内容につきましても、前議案と同様、

西胆振消防組合が西胆振行政事務組合に、

また江差町ほか２町学校給食組合が江差町・

上ノ国町学校給食組合に名称変更を行った

ことによります変更でございます。

根拠法令、施行日につきましては、記載

のとおりでございます。

なお、今規約の変更に伴います新旧対照

表を４ページに添付しておりますので、御

参照いただきたいと思います。

以上、御説明を申し上げました。よろし

くお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第４０号北海道市町村職

員退職手当組合規約の変更についてを採決

します。

この採決は起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成
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の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

―――――――――――――――――――

◎日程第６ 議案第４１号

○議長（大原 昇君） 日程第６ 議案第

４１号北海道市町村総合事務組合規約の変

更についてを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（広島 学氏） 議案６ページ

になります。

議案第４１号北海道市町村総合事務組合

規約の変更について御説明を申し上げます。

地方自治法第２８６条第１項の規定によ

り、北海道市町村総合事務組合規約を次の

とおり変更する。

記以下につきましては、参考資料により

御説明を申し上げますので、参考資料の５

ページをお開きいただきたいと思います。

資料３になります。

改正目的でございますが、議案第３９号、

それから第４０号と同様、構成団体の名称

変更によるものでございます。

改正内容につきましては、記載のとおり、

二つの組合が名称変更を行ったことにより

ます規約の変更を行おうとするものでござ

います。

根拠法令、施行日につきましては、記載

のとおりとなっております。

なお、この規約の変更に伴います新旧対

照表を６ページから１０ページに添付して

おりますので、御参照いただきたいと思い

ます。

以上、御説明を申し上げました。よろし

くお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第４１号北海道市町村総

合事務組合規約の変更についてを採決しま

す。

この採決は起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

―――――――――――――――――――

◎日程第７ 議案第４２号

○議長（大原 昇君） 日程第７ 議案第

４２号美幌町子ども発達支援センター条例

の一部を改正する条例制定についてを議題

とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

民生部長。

○民生部長（髙崎利明君） 議案の７ペー

ジをお開き願います。

議案第４２号美幌町子ども発達支援セン

ター条例の一部を改正する条例制定につい

て。

美幌町子ども発達支援センター条例の一

部を改正する条例を次のように制定しよう

とする。

記以下につきましては、参考資料で御説

明いたしますので、参考資料の１１ページ

をお開き願います。

資料４、議案第４２号関係。

改正の目的でありますが、美幌町子ども

発達支援センターが旧中央保育所へ移転す

ることに伴い、位置を改正するものであり

ます。

改正内容は、条例第２条の表中、美幌町

子ども発達支援センターの位置を、美幌町

字新町１丁目３７番地の１から美幌町字仲

町１丁目１４２番地の６９に改めるもので

ございます。

新旧対照表につきましては、１２ページ

を御参照願います。
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施行日は、平成３０年１月１日でありま

す。

以上、御説明いたしました。御審議賜り

ますようよろしくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第４２号美幌町子ども発

達支援センター条例の一部を改正する条例

制定についてを採決します。

この採決は起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

―――――――――――――――――――

◎日程第８ 議案第４３号

○議長（大原 昇君） 日程第８ 議案第

４３号美幌町地域包括支援センターの職員

及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例制定についてを議題としま

す。

直ちに提案理由の説明を求めます。

民生部長。

○民生部長（髙崎利明君） 議案の８ペー

ジをお開き願います。

議案第４３号美幌町地域包括支援センタ

ーの職員及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例制定について。

美幌町地域包括支援センターの職員及び

運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例を次のように制定しようとする。

記以下につきましては、参考資料で御説

明いたしますので、参考資料の１３ページ

をお開き願います。

資料５、議案第４３号関係。

改正の目的でございますが、介護保険法

施行規則の改正により、主任介護支援専門

員の定義が改正されたことに伴い、条例の

一部を改正するものであります。

改正内容は、主任介護支援専門員に関す

る規定の整理で、条例第３条第１項第３号

に規定する主任介護支援専門員の研修に関

する有効期限及び更新制の規定について、

国に準拠し改正するものでございます。

また、第１条における介護保険法の引用

条項の改正及び主任介護支援専門員の規定

改正に伴う経過措置について整理するもの

でございます。

新旧対照表につきましては、１４ページ

を御参照願います。

根拠法令は、介護保険法及び介護保険法

施行規則で、施行日は、公布の日でありま

す。

以上、御説明いたしました。御審議賜り

ますようよろしくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。

４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） ただいま主任介護

支援専門員の資格の更新等を改正すると聞

きましたが、現在、地域包括支援センター

には、この資格者というのは１名だけでし

ょうか。人数を教えてください。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（髙崎利明君） 現在、主任介

護支援専門員の資格を有している職員は３

名おります。

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。

これから、議案第４３号美幌町地域包括

支援センターの職員及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例制定に

ついてを採決します。

この採決は起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。
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〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

―――――――――――――――――――

◎日程第９ 議案第４４号

○議長（大原 昇君） 日程第９ 議案第

４４号平成２８年度美幌町水道事業会計未

処分利益剰余金の処分についてを議題とし

ます。

直ちに提案理由の説明を求めます。

建設水道部長。

○建設水道部長（石澤 憲君） 議案の１

０ページをお開き願います。

議案第４４号平成２８年度美幌町水道事

業会計未処分利益剰余金の処分についてを

御説明申し上げます。

平成２８年度美幌町水道事業会計未処分

利益剰余金の処分について。

地方公営企業法第３２条第２項の規定に

より、平成２８年度美幌町水道事業会計未

処分利益剰余金の処分について議会の議決

を求める。

次の１１ページをお開き願います。

平成２８年度美幌町水道事業会計剰余金

処分計算書でございます。

表の右端に記載をしております未処分利

益剰余金１億４,６５７万１,２５４円のう

ち、下段の平成２８年度の純利益でござい

ます８,４２５万８,６５５円を、美幌町公

営企業の剰余金の処分等に関する条例第２

条に基づき、減債積立金に積み立て、上段

の６,２３１万２,５９９円を、議会の議決

をいただき資本金へ組み入れようとするも

のでございます。

以上、御説明を申し上げました。どうぞ

よろしくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第４４号平成２８年度美

幌町水道事業会計未処分利益剰余金の処分

についてを採決します。

この採決は起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

―――――――――――――――――――

◎日程第１０ 議案第４５号

○議長（大原 昇君） 日程第１０ 議案

第４５号平成２９年度美幌町一般会計補正

予算（第４号）についてを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（広島 学氏） 議案の１３ペ

ージになります。

議案第４５号平成２９年度美幌町一般会

計補正予算（第４号）について御説明を申

し上げます。

平成２９年度美幌町の一般会計補正予算

（第４号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ４,５８０万４,０００円を追加し、

歳入歳出それぞれ１１１億５,９０６万７,

０００円とするものでございます。

第２項につきましては、事項別明細書に

て御説明を申し上げます。

債務負担行為の補正。

第２条、債務負担行為の追加につきまし

ては、第２表、債務負担行為補正により御

説明を申し上げます。

地方債の補正。

第３条、地方債の変更は、第３表、地方

債補正により御説明を申し上げます。

それでは、１６ページをお開きいただき

たいと思います。

第２表、債務負担行為補正でございます。

上の自動体外式除細動器借上料、ＡＥＤ



－ 106－

の借り上げでございますけれども、期間に

つきましては、平成２９年度から平成３４

年度まで。限度額につきましては、３８万

９,０００円について設定をするものでござ

います。

この借り上げにつきましては、子ども発

達支援センターに設置をするもので、平成

３０年１月移転後の１月より、５年間のリ

ースを予定しているところでございます。

その下の屋内多目的運動場建設工事基本

設計業務委託料でございますけれども、期

間につきましては、平成２９年度から平成

３０年度まで。限度額が、１,２４７万４,

０００円でございますけれども、この委託

業務につきまして、委託期間を１０カ月程

度で、平成３０年７月までを予定しており

まして、今回設定をいたします１,２４７万

４,０００円を、平成３０年度の支払い限度

額として設定を行うものでございます。

次に１７ページ、第３表、地方債補正で

ございます。

上の農業生産基盤整備事業、７０万円の

増につきましては、各地区におけます事業

費変更に伴います増額でございます。

その下の町道整備事業、６８０万円の増

につきましては、町道３０号道路雨水対策

実施設計委託に係る事業費を一般財源から

過疎債ハードに振りかえを行うものでござ

います。

今回の補正によりまして、本年度起債借

り入れの予定額が１６億２,５８９万９,０

００円の限度額ということになります。

次に、歳出について御説明を申し上げま

すので、２６ページ、２７ページをお開き

いただきたいと思います。

まず、２款、総務費の４目、財産管理費、

庁舎改築等事業費の増、非常勤職員報酬２

２万４,０００円の増でございますけれど

も、これにつきましては、庁舎改築に当た

りまして、町民会議として美幌町附属機関

に関する条例に基づき設置をされておりま

す美幌町行政改革推進委員会で協議をいた

だくための４回分の報酬の補正でございま

す。

その下の町有財産管理事業費の増、消防

庁舎用地測量業務委託料２６５万７,０００

円の増につきましては、消防庁舎建築に当

たりまして、町道の一部を廃止し、消防庁

舎建設用地とするための測量委託料の計上

でございます。

その下、政策推進事業費、広告料１０８

万円の増でございますけれども、本町１３

０年に当たりまして、本町より転出をされ

ました方々、あるいはこの間本町の発展に

御尽力、御協力をいただいた関係者、ある

いは関係機関の方々に、広く１３０年の周

知を図るための北海道新聞全道版への広告

料でございます。

その下の生活バス路線等維持事業費の増、

修繕料２７万１,０００円でございますけれ

ども、これにつきましては、混乗スクール

バス豊岡線のバスのフロントガラスにひび

割れがあることから、修繕を行うものでご

ざいます。

なお、保険の適用につきましては、現在、

保険会社と協議中でございまして、保険適

用の場合については、免責額内の修繕とい

うことになりますが、現在その結論が出て

いないため、修繕額全体額を予算計上させ

ていただいたところでございます。

次に、３款、民生費、社会福祉推進事業

費の増、積立金３０万円の増でございます

けれども、これは６月２日に埼玉県在住の

荒井憲誠様より、実母、実妹が長年美幌町

にお世話になり、高齢者福祉に役立ててほ

しいと３０万円の御寄附いただきましたの

で、福祉基金に積み立てを行うものでござ

います。

なお、今補正後の各種基金年度末予定残

高を参考資料の１５ページに添付しており

ますので、御参照いただきたいと思います。

次に２９ページになります。

一番上の年金届書電子媒体化システム改

修委託料４３万２,０００円につきまして
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は、国民年金法に基づく届出書の電子媒体

化の実施に伴いますシステム改修委託料で

ございます。

その下の償還金利子及び割引料７１９万

１,０００円の増につきましては、平成２８

年度障害者自立支援給付費、医療費の確定

に伴います国費、道費の返還金でございま

す。

それから２項、児童福祉費でございます。

償還金利子及び割引料５４万２,０００円

の増につきましては、平成２８年度子ども

のための教育・保育給付費確定に係ります

国費、道費の返還金でございます。

その下の子ども発達支援センター運営事

業費の増４１９万６,０００円につきまして

は、移転に伴います必要経費について、今

回補正をするものでございます。

この中で下から三つ目の庁用備品３８万

６,０００円につきましては、キッズテーブ

ル、それから椅子、カーテン等の購入を図

るものでございます。

その下の機械器具５５万８,０００円につ

きましては、小型除雪機の購入を図ろうと

するものでございます。

一番下の教育備品１５５万９,０００円に

つきましては、療育用ブランコ、あるいは

ホワイトボードなどの購入を図ろうとする

ものでございます。

続きまして、その下の子ども発達支援セ

ンター移転改修事業費７４万５,０００円の

増でございますけれども、これにつきまし

ては、旧中央保育所の東側園庭を簡易舗装

により、駐車スペースの確保を図るための

予算計上でございます。

それから一番下の子育て支援センター運

営事業費の増、消耗品費１２万６,０００円

の増につきましては、子ども発達支援セン

ター移転後の子育て支援センターとして利

用を図る上で、電気ストーブの安全柵が必

要となることから購入を図ろうとするもの

でございます。

次に３１ページをお開きいただきたいと

思います。

１目の保健衛生総務費、病院事業会計補

助金３９万８,０００円の増につきまして

は、国保病院の医師採用に係る町の補助金

の増でございます。

その下、個別予防接種委託料４６９万７,

０００円の増でございますけれども、これ

につきましては、インフルエンザ予防接種

料金の一部助成を行うこととして、予防接

種率の向上を図るため、今年度より生後６

カ月から中学生までの自己負担額を一律１,

０００円として、接種率を７０％と見込ん

で計上をさせていただいたものでございま

す。

その下の花樹育苗センター管理運営事業

費の増、修繕料２１万６,０００円でござい

ますけれども、これにつきましては、育苗

センター事務所雨漏りによる屋根の修繕料

でございます。

その下のごみ処分場維持管理事業費、修

繕料６９４万円の増でございますけれども、

これにつきましては、処分場で使用してお

りますバケットコンパクターに不具合が生

じたことによります修繕がまず３７０万円。

それともう一つ、第３期水処理施設の制御

盤監視カメラの不具合による修繕が３２４

万円でございます。

続きまして、６款、農林水産業費でござ

います。

道営土地改良事業費の増４８９万６,００

０円につきましては、それぞれ記載の地区

において、事業費、あるいは事業量変更に

伴います増額でございます。

一番下の林業推進事業費、積立金３１３

万円の増でございますけれども、これにつ

きましては、森林整備協定に基づき、７月

１８日に北海道建築設計監理株式会社様よ

り１００万円を、また、９月３日に石上車

輌株式会社様より２１３万円、それぞれ御

寄附がありましたので、これを未来への森

林づくり基金に積み立てを行うものでござ

います。次に３３ページになります。
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７款、商工費でございます。

店舗リフォーム促進支援事業補助金１６

９万４,０００円の増につきましては、当初

１５件、１,５００万円の計上をしておりま

したが、２１件、１,６６９万４,０００円

の見込みとなったことに伴います増額の補

正でございます。

その下、観光費の庁用備品でございます。

これにつきましては、ターミナル物産セン

ターの灯油ストーブの更新を図るための増

額でございます。

続きまして、１０款、教育費、社会教育

施設費の客席天井落下防止措置工事１９５

万５,０００円の減額でございますが、これ

は工事費の確定による減額でございます。

続きまして、５項の保健体育費、２目、

体育施設費でございます。修繕料２０万６,

０００円につきましては、スポーツセンタ

ー暖房設備の燃料供給装置の交換を図るた

めの補正でございます。

その下の屋内多目的運動場建設工事基本

設計業務委託料７４８万５,０００円につき

ましては、債務負担行為補正で１,２４７万

４,０００円の設定の説明をさせていただき

ましたが、総額で１,９９５万９,０００円

の委託に係ります平成２９年度支出分でご

ざいます。

次に、歳入について御説明を申し上げま

す。

２２ページ、２３ページをお願いいたし

ます。

歳入。

１２款、分担金及び負担金、農業費分担

金２３２万２,０００円につきましては、土

地改良事業の事業費変更に伴います受益者

分担金の増でございます。

１４款、国庫支出金、社会教育費補助金

６４万６,０００円の減額につきましては、

びほーる客席天井落下防止措置工事費確定

によります国費の減額分でございます。

それから１５款、道支出金の農業費補助

金１６７万３,０００円の増につきまして

は、土地改良事業費の事業費変更に伴いま

す道費の増額分でございます。

１６款、財産収入の利子及び配当金６０

万円の増でございますが、女満別空港ビル

出資配当金でございます。本町持ち株４０

０株に対する配当金でございまして、１株

当たり１,５００円の配当となっておりま

す。

次に１５ページになります。

繰入金でございます。屋内多目的運動場

整備基金繰入金７４８万５,０００円につき

ましては、この屋内多目的運動場基本設計

に係ります基金繰入金でございます。

それから１９款、繰越金でございます。

前年度繰越金の増２,２６８万２,０００円

につきましては、今補正の財源を繰越金に

求めるものでございます。

２１款、町債につきましては、第３表で

御説明を申し上げました。

以上、御説明を申し上げました。よろし

くお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。

６番戸澤義典さん。

○６番（戸澤義典君） 議案書の２７ペー

ジになります。

政策推進事業費の１０８万円の増です。

美幌町１３０年の町外転出者等のＰＲ用

として、北海道新聞の全道版の広告という

ことで、趣旨は理解いたしました。

ということで、２０１５年の道新のシェ

ア率というのは３９％ということで、今２

０１７年ですから、もう少し下がっている

のかということで、道新だけですと要する

に３５％から３９％の人にしか周知できな

いのではないのかということで、ほかに何

か考えられているのか。

あるいは、例えば北海道で北海道の広報

紙を出していると思います。

あるいは、先日、ｏｎちゃんのテレビ局

が来ました。

あるいは、ラジオの公開とかもやってお
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ります。

いろいろやっていると思うのですけれど

も、今回この道新だけでＰＲするという趣

旨、３９％の趣旨でわからないという部分

もありますので、ほかに何か考えられてい

ることがあれば、また、なぜ道新だけなの

かということを含めて説明いただきたいと

思います。

○議長（大原 昇君） 総務部長。

○総務部長（広島 学氏） 美幌町内から

町外に転出された方が数多くいらっしゃる

と思いますし、そういった方々も含めて美

幌町の１３０年を皆さんに感じ取っていた

だきたいということで、今回、新聞広告の

掲載をさせていただくことにさせていただ

きましたが、なぜ北海道新聞なのかという

ことについては、本来であれば、ほかの新

聞を含めて、全てに広告を出せればよろし

いかと思いますが、道内におけるシェア率

が一番高いということと、金額面とを含め

て、それから美幌に支局があるということ

も含めて、今回、北海道新聞での掲載とい

うことにさせていただいたところでござい

ます。

なお、他の広告の媒体を利用した形で、

どういった形で美幌の１３０年をＰＲして

いくかということについては、今のところ

予定はしておりませんが、できる媒体があ

れば、全ての中で活用を図っていきたいと

考えております。

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。

○６番（戸澤義典君） 確かに、道新は３

９％ということで、シェア率が一番高いで

す。インターネットでいろいろと調べます

と、伝書鳩さんのウェブでもいろいろとや

っていますし、道のホームページも調べま

すと、若干載っているということで、いろ

いろやってはいるのです。

ということで、もう少し美幌町としても

アピール、例えば、オホーツク振興局を通

じて、先ほど言った北海道の広報誌に載せ

てもらうとか、いろいろな方法があると思

いますので、もう少し頭をひねって、いろ

いろな媒体を使ってＰＲしていただければ

と思います。

以上、質問を終わります。

○議長（大原 昇君） 総務部長。

○総務部長（広島 学氏） 今、戸澤議員

御指摘のとおり、いろいろな形で研究しな

がら、できるものについては全てＰＲを行

っていくということで考えていきたいと思

っております。

○議長（大原 昇君） １３番古舘繁夫さ

ん。

○１３番（古舘繁夫君） ２点お尋ねをい

たします。

１点目は、３１ページのコンパクターの

話、それから二つ目は、３３ページの多目

的運動場の基本設計の話の２点を伺いたい

と思います。

１点目のコンパクターの修理が３７０万

円と伺いましたが、これはたしか昨年も大

きく直したような気がいたします。それは

長く使っているからなのか、または環境が

大変厳しいという状況の中で使っているコ

ンパクターだからなのか。

それと、どうしてこんなにお金がかかる

のか。

それから、これがないような状況でのご

み処分には、何らかの障害やスムーズな処

分ができなくなるというようなことはない

のか。その辺をお聞かせいただきたいと思

います。

それから、２点目の３３ページの基本設

計の業務委託料の話をもう少し伺いたいの

でありますが、７４８万５,０００円という

金額であります。これは、基本設計という

のは、わかったような、わからないような

ことでありまして、この後に実施設計とい

うことにもなりますが、こんなことで、あ

んなところに、こんな絵が出てくるのだ

と、それはいつぐらいまでにこのようなあ

んばいだというようなことを、もう少しわ
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かりやすく御説明をいただきたいと思いま

す。以上です。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（髙崎利明君） まず、３１ペ

ージのコンパクターにつきまして御説明を

させていただきます。

バケットコンパクターの用途でございま

すけれども、バケットコンパクターにつき

ましては、鉄の刃がついた車輪が装備され

ておりまして、ごみの上を走行することで

ごみを細かく粉砕し、ごみの中の空気を追

い出して、ごみの容量をおよそ４分の１程

度まで減少させることができるという機械

でございます。これにより、埋立容量を減

少させることによりまして、埋立地の延命

化が図られているというものでございます。

このコンパクターにつきましては、議員

御指摘のとおり、平成２６年にリビルトエ

ンジンということで、再生エンジンに積み

かえ、修繕を行っている状況がございます。

現在までに、このコンパクターは平成１０

年に導入しておりますが、約３,１００万円

の修繕費もかかっております。

それで、今後どういう理由かということ

でございますけれども、購入から１９年経

過しているということもありまして、非常

に老朽化といいますか、エンジンの載せか

えはしておりますけれども、いろいろと修

繕する箇所が出てくると考えられておりま

す。更新につきましても多額の費用がかか

るものですから、今までの修繕の経過も含

めまして、また納品に１年半から２年かか

るというようにも言われておりますので、

財源含めまして、その更新時期等について

も検討は進めさせていただきたいと考えて

おります。

今回、金額につきましては、修繕箇所が

３カ所ございまして、エンジンヘッドのガ

スケットから冷却水が漏れているのと、排

気マフラーの排気漏れと、エンジンミッシ

ョンのオイル漏れということで、３カ所の

修繕をするものでございます。それぞれエ

ンジンヘッドのガスケットの修繕では約９

０万円ほど、排気マフラーの部分では７０

万円ほど、ミッションの部分が一番大きい

のですが１６０万円ほどかかりまして、そ

れ以外に運送費、修繕のために運搬する経

費がかかりまして、３７５万４,０００円と

いう多額の経費という形になりますが、や

はりコンパクターがないと、ごみ埋立処分

場の延命化も図れないということですので、

今回の修繕をさせていただくものでござい

ますので、どうかよろしくお願いいたしま

す。

修繕につきましては、大体２週間程度修

繕期間を要すると聞いております。その間

は、処分地に仮置きをして、戻ってき次

第、すぐその場にまた埋め立てをして、破

砕処理をするという形で考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） 教育部長。

○教育部長（田村圭一君） 古舘議員の２

点目の多目的運動場の基本設計の関係につ

いて、御説明をさせていただきたいと思い

ます。

この基本設計につきましては、屋内多目

的運動場基本構想案につきまして、７月２

６日から８月２４日までの期間でパブコメ

を実施したところでございますが、これに

基づきまして、基本設計を委託するという

ことでございます。

内容といたしましては、平成２９年度中

に建設予定地の現況測量業務、それから地

質調査業務を予定しているところでござい

ます。

１０月に発注できましたら、およそ期間

にしては大体１０カ月程度の設計業務の期

間を予定しておりまして、基本設計完成後、

実施設計の発注ということで考えていると

ころでございます。

よろしくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） １３番古舘繁夫さ

ん。

○１３番（古舘繁夫君） 今、部長の話で
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年度内発注とおっしゃっていました。

地質調査と現状の測量というようなお話

でしたが、これからさらにまた実施設計と

いう運びになると思うのですが、これから

１０カ月かかって、来年の夏以降に実施設

計という運びになると、それは重ならない

ような状態での実施設計の発注ということ

になるのでしょうか。

○議長（大原 昇君） 教育部長。

○教育部長（田村圭一君） 基本設計の期

間につきましては、今回、補正予算をお認

めいただきましたら、１０月に発注をした

いと考えておりまして、期間については１

０カ月ということで、来年、平成３０年７

月に基本設計の完成を予定しているところ

でございます。

完成後、実施設計につきましては、また

補正予算を計上させていただきまして、委

託をしていきたいと考えているところでご

ざいます。

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。

１０番吉住博幸さん。

○１０番（吉住博幸君） ２７ページの２

款、１項、６目の２７万１,０００円です。

混乗バスのフロントガラスが割れて、そ

の修繕費という御説明でした。それで、さ

らに内容をお聞かせ願いたいのですが、混

乗バスで人様を乗せて運行していると思う

のですが、このバス自体は美幌町の車両な

のか、委託先のバスなのかがまず１点。も

し、委託先のバスだとするならば、この運

行に対してどういう契約行為、例えばフロ

ントガラスが割れたときには、向こうがこ

れを含めた保険の適用なのか。美幌町が持

っているバスであれば、もともと美幌町の

バスですから、美幌町の保険ということは

十分わかるのですが、そこら辺について。

そしてまた、美幌町の所有物にしたとし

ても、委託先のバスだとしても、今回の保

険は単純に言えば物損となるのか。物損の

取り扱い、軽く言ったら今保険屋とお話し

しているから、適用になれば幾らかわから

ないけれども戻ってくるという話は言葉と

してはわかるのですが、例えば美幌町の車

両だとしたら、どういう保険に入っている

のか。そして、委託先の保険だとすれば、

今回美幌町が出すこと自体、頭が混乱する

のですけれども、仮払いみたいな形なのか。

そこら辺のいきさつがのめないものです

から、今言った内容をもう少しかみ砕いて

お伝え願えないでしょうか。

○議長（大原 昇君） まちづくり主幹。

○まちづくり主幹（田中三智雄君） まず

１点目の所有の関係なのですけれども、所

有につきましては、町所有のバスというこ

とになっております。

保険につきましては、運行委託料という

ことで支払いをしているのですけれども、

委託料の中に保険料ということで含まった

形の委託料の算出ということになっており

ます。通常の任意保険、プラス車両保険と

いう形で入っております。

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） ちょっと復唱さ

せていただきます。車両自体は、美幌町役

場のものだと。二つ目、委託先には、保険

料込みで、聞き違いであればまた御指摘い

ただきたいのですが、今聞き及んだのは、

保険料込みで委託契約していますという話

であったかと思います。そうなると、今回、

どういう意味で２７万１,０００円が上がっ

てくるのかわからないのです。

保険料込みであれば、保険屋さんと委託

先の話であると私は思うものですから、そ

こら辺、なおさら疑問が生じます。例えば、

修繕するにしても、いっときお貸しする趣

旨のお金だったらまだわかるのですが、物

損事故が起きても丸々美幌町が支払うとい

うのであれば、委託先との契約内容をしっ

かり見させていただかないと、保険料込み

だったら、なぜ今回美幌町が２７万１,００

０円を出してくるのかわからないのです。
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そこら辺をもう一度お聞きします。

私の勝手な思いもありまして、いやそこ

ら辺は吉住さん違うと、こういう決まりだ

とか、委託に関してはこうで、保険の絡み

はこうだというものがあれば、もう少しわ

かりやすく教えてください。

端的に言えば、保険込みの委託先の業務

だとすれば、私はこの計上はおかしいと思

うので、まず私の趣旨としては言わざるを

得ません。

○議長（大原 昇君） まちづくり主幹。

○まちづくり主幹（田中三智雄君） 保険

についてなのですけれども、先ほども言い

ましたとおり、保険料につきましては委託

料の中に含まれておりまして、保険につい

ては、運行会社のほうで保険に入っている

という形になります。

修繕につきましては、通常の定期点検、

軽微な修繕については、運行業者のほうで

委託料の中で払うことになっておりますけ

れども、大きなものについては、町のほう

で負担するという内容になっております。

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） 先ほどの総務部

長の説明の中で、保険が出ればという話も

出ましたよね。違いますか。

それで何を言いたいかというと、提案の

仕方として、２７万１,０００円という確定

はどこにあるのですか。だから、これは概

算払いで立替払いをしたいからというなら

まだわかるのです。

それから、金額ですけれども、どの金額

を基準にして、大きい金額を美幌町が持つ

とか、例えば峠の湯であれば、１００万円

を超えるものは美幌町が負担しましょうと

いうのは、今までの経験上そういうふうに

耳にしているから、１００万円を超えたら

美幌町が努力して支出するのだという認識

があります。しからば、こういうものに関

して、今回２７万１,０００円というのはど

ういう基準なのか。あわせて教えていただ

けませんか。

○議長（大原 昇君） 総務部長。

○総務部長（広島 学君） 今回、２７万

１,０００円の修繕料の予算計上をさせてい

ただいておりますけれども、これにつきま

しては、まず保険の適用について、その入

っている保険の適用になるかどうかがわか

らないと。ただし、修繕は運行に支障を来

すことがないように早急に図らなければい

けないということで、今回、修繕の見積も

りで２７万１,０００円の見積もりが上がっ

てきたということで、その保険の可否がわ

からない中での修繕ということになります

ので、町のほうの予算として、見積額の２

７万１,０００円を計上させていただいたと

いうことでございますので、御理解をいた

だきたいと思います。

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。

８番岡本美代子さん。

○８番（岡本美代子君） １６ページの債

務負担行為の子ども発達支援センターのと

ころの借上料、これはＡＥＤだとという説

明がありましたけれども、これは１台なの

でしょうか。

それと、２７ページの政策推進事業費の

道新に対する広告ということなのですけれ

ども、この広告はどのぐらいの大きさで、

内容的にどういうことを考えているのか、

あらあらでもいいのでお聞かせください。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（髙崎利明君） まず、今の債

務負担のＡＥＤの台数でございますが、１

台でございます。

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） ＡＥＤは庁舎と

か、あと町の中にもかなり普及してまいり

ました。そして、今度３８万９,０００円と

いうのは、例えば借り上げていくのがいい

のか、それとも買い取ってしまって管理し

ていくのがいいか、こういうやり方のメリ
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ットについてお知らせいただきたいと思い

ます。

それと、庁舎内のほかのところのＡＥＤ

も全部こういうリース形式なのか、それと

も買い取ってしまって管理しているのか、

その辺のところをお知らせください。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（髙崎利明君） まずＡＥＤで

ございますけれども、メリットといたしま

して、バッテリーだとかいろいろなパッド

などの消耗品につきましては、リースをす

るとリース会社のほうで見ていただけると

いうことで、そのまま町で所有するよりも、

メンテナンス関係のほうがすぐれていると

いうことで、最近入れている部分につきま

しては、全て借上で導入しているというよ

うに認識しておりますので、よろしくお願

いいたします。

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） こういうやり方

のほうがメリットがあると考えているのか

もしれませんけれども、ＡＥＤが出てもう

かなりの年数になります。コンパクトで使

いやすかったり、パッドの取りかえとかも、

もう一度やはり検証してみて、例えば手持

ちのものでも半年に１回とか、自分たちで

できることがあれば、きっと今ならもっと

安くなっているのではないかと考えました

ので質問しました。

○議長（大原 昇君） 総務部長。

○総務部長（広島 学君） １０８万円の

広告料でございますけれども、新聞の全道

版の大きさについては、広告の基準によっ

て５段とか６段とかあるのですが、今資料

を持ってきておりませんが、たしかその中

の６段ということで、少し小さいですが、

新聞１面の下の部分になります。

１０月１２日が１３０年の記念式典でご

ざいますので、１０月１２日に掲載する予

定で今調整をしているところでございます。

内容につきましては、現在、広告会社と

調整している最中でございまして、原案自

体については、今月末に決定をする予定で

調整をさせていただいているところでござ

います。

なお、大きさにつきましては、縦１０.１

センチメートル、横３８.２センチメートル

の広告となります。大体３分の１か４分の

１ぐらいかというように思われます。

あと、これを今１０月１２日に予定をし

ておりまして、その前日の１０月１１日に、

道新のテレビ面の雑誌のところに、６.６セ

ンチメートルの５.２５センチメートルと少

し小さいのですが、載せる予定でございま

す。また、両方ともカラーの掲載というこ

とで予定をしております。

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） １００万円とい

うと４分の１ぐらいかとイメージしたもの

ですから、やはり美幌から出て行った方は、

そういう美幌の広告を見たりしてすごく懐

かしいというように感じてくれると思うの

です。

それで、私はやはり１００万円も使うの

だったら、とっておけるような広告と言う

のでしょうか、季節ごとに美幌の和牛まつ

りとかふるさと祭りとか、来年は美幌に訪

れたいわとなるようなものをイメージして

いたのですけれども、そのぐらいの大きさ

であればそうはなかなかなりませんか。

ただ、懐かしいと思ってもらえて来年で

も訪れたいというようなものにしていただ

きたいと思います。

○議長（大原 昇君） 総務部長。

○総務部長（広島 学君） 今回の広告に

つきましては、美幌町１３０年ということ

で、１３０年の歴史も含めて、多くの美幌

町から出ていった方、あるいは美幌町に御

協力をいただいた方に、美幌町も１３０年

を迎えることができましたということの意

味を込めた広告を出したいと考えておりま

す。
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バックの写真として、どういったものを

使うかは、今後、広告会社との検討となり

ますが、広告の趣旨としては先ほど申しま

したとおり、１３０年を無事美幌町も迎え

ることができましたということで、お世話

になった皆様、あるいは町外に転出をされ

た方々等々を含めて、感謝の気持ちも込め

て広告を出したいということでございます

ので、岡本議員がおっしゃるような趣旨に

基づいた広告となるかどうかはわかりませ

んけれども、どうか趣旨だけは御理解をい

ただきたいと思います。

○議長（大原 昇君） そのほか質問はあ

りませんか。

５番稲垣淳一さん。

○５番（稲垣淳一君） お尋ねいたします。

３３ページの委託料に関してであります。

先ほど、総務部長から７４８万５,０００

円の内訳を御説明いただきましたけれども、

一つ考え方の確認をさせていただきたいと

思います。

１６ページの債務負担行為補正の中の、

同じく業務委託料１,２４７万４,０００円

があります。１,２４７万４,０００円とい

う補正の数字と、この７４８万５,０００円

の考え方をお尋ねいたしますが、これが２

９年度分であって、３０年の７月末までに

完成させると先ほど説明があったと思うの

ですが、この１,２４７万４,０００円と７

４８万５,０００円、引いた分が来年度の基

本設計料という考え方でよろしいのでしょ

うか。それとも、この１,２４７万４,００

０円足す７４８万５,０００円の約２,００

０万円が基本設計の委託料になるのですか。

○議長（大原 昇君） 総務部長。

○総務部長（広島 学君） 先ほど第２表

の債務負担行為補正で、限度額として１,２

４７万４,０００円を設定させていただくと

いうことで、これは３０年度の支払い限度

額として設定させていただくということで

ございます。

２９年度の支出額として、先ほど補正予

算の中で、１０款、教育費のほうで説明を

申し上げました７４８万５,０００円が２９

年度の支出分ということになりますので、

今回の基本設計業務委託料に係ります総額

としては、１,９９５万９,０００円という

ことになり、そのうち２９年度が７４８万

５,０００円で、平成３０年度が１,２４７

万４,０００円という支払いの内訳になると

いうことで、御理解をいただきたいと思い

ます。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番（稲垣淳一君） 先ほど古舘議員も

お尋ねしていましたけれども、基本設計は

お金がかかるものなのですね。それで、現

況測量と地質調査ということでありました

が、箱そのものについても、おおむね入っ

ているということで考えてよろしいのでし

ょうか。

○議長（大原 昇君） 教育長。

○教育長（平野浩司君） 基本設計の内容

について詳しくお話させていただければ、

総額は、先ほど総務部長が言った１,９９５

万９,０００円の総予算でございます。

期間的には、１０月に発注をさせていた

だければ１０カ月ということで、３０年７

月に完了予定ということであります。

それで、今度は具体的な中身であります

けれども、まずは現況調査をして、地質調

査をして、要は構造、規模、それから建物

の基本的なものの設計をしていただきます。

ですから、基本設計と実施設計の差は何か

と言うと、実施設計というのは細部設計と

いうことで、具体的に構造を決めたら、そ

の構造に対してどういう部材を使うという

ような、発注するための設計が実施設計で

す。

例えば、ＲＣにするのか、そういう構造

体を決めるのが基本設計です。

今回、皆様にお話をしています総額の部

分については、６億円以内で何とかまとめ

たいという話ですので、そのことでどうい
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う構造がいいのか、要はコスト的にきちん

とできるのか。

それから、こちらから構想でお願いして

いるものを、具体化的にどういう部材を使

ってやると、そういう形ができるかという

細かいものが、全部示せると思います。

当然、今回の基本設計というのは、施策

事項でございますので、基本設計が終わっ

た段階で、町民の方に広く見ていただくと

いうことでは、パブリックコメントもきち

んと実施するような内容にはなっておりま

す。よろしくお願いします。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番（稲垣淳一君） おおむね理解いた

しました。

実施設計が出るのは、基本設計が来年の

７月に完成した後ということで、実施設計

の金額は、今は概算でも全く白紙というこ

とで考えてよろしいですか。

○議長（大原 昇君） 教育長。

○教育長（平野浩司君） 細かい金額とし

てのものは全く出ていません。そして、基

本構想では本当に大ざっぱな、標準的にこ

ういうものをつくるとこれぐらいというこ

とで、面積に単純に掛けてこれぐらいです

というのが、皆さんに御説明した６億円と

いう話です。

それが本当に６億円でできるかどうか、

はまるかどうかも含めて、きちんと設計を

してもらって、先ほど言った具体的な設計

をしていただいて、それも詳細設計までは

いきませんけれども、こういうつくり方を

するとこういうふうに金額が確定できます

と。うちは、もう上限のお話をして出す形

になると思うので、そこで見えてきます。

そして、具体的に発注するのは、実施設計

のときの細部設計で部材を拾ってもらって、

そこで金額が最終的に決まるというか、入

札の予定価格のための設計ができるという

ことで、それは実施設計になります。よろ

しくお願いします。

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。

１１番橋本博之さん。

○１１番（橋本博之君） ただいまの質問

と同じく、３３ページの業務委託料のこと

に関してなのですが、委託するに当たりま

して、今聞いておかなくてはならないこと

が２点ございますので、お知らせいただき

たいと思います。

この施設というのは、冬期間における野

外スポーツの競技の活動の場を確保すると

いうのが本来の目的ではないかと思ってい

ます。そうした中で、今回総額で６億５,０

００万円程度かかるということなのですが、

夏場の使用はどう考えているのかというこ

とです。

夏場の使用の関係では、設計も相当変わ

ってくるのではないかと思います。冬場の

考え方についてはある程度示されているの

ですが、夏場の考え方がほとんど示されて

いないので、この際お聞かせいただきたい

と思います。

それからもう一つ、パブリックコメント

にもございましたが、入り込み数の把握な

のです。どれだけ利用者がいるのか。

この辺につきまして、ある程度把握しな

ければ、例えばトイレの面積だとか、休憩

室の面積というのはつかみ切れないのでは

ないかと思うのです。それをつかんだ状態

の中で、例えばこれでは合築できないとか、

そういう話になるかと思うのですけれども、

それをつかまないうちに共用はできないの

だという話には、私はならないのではない

かと思うのです。

その２点についてお聞かせいただきたい

と思います。

○議長（大原 昇君） スポーツ振興主

幹。

○スポーツ振興主幹（浅野謙司君） ただ

いまの橋本議員の御質問でございますが、

主に冬期間の利用ということで考えており

ますが、夏場も現在スポーツセンターを利
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用している状況を見ますと、芝の使えない

時期、特に４月、５月がサッカー、ラグビ

ーも外で活動できないということで、室内

で練習をしておりますが、活動できるのが

週に１回ですとか、そういった状況が続い

ております。そういった意味でも、芝の更

新作業の時期については、おおむね利用が

見込まれると思っております。

そのほか、当然屋外で活動しているとき

には、突然の雨ですとか、そういった天候

の変化によって利用ということが見込まれ

るかと思っております。

そのほか、芝生ということでございます

ので、幼稚園の運動会ですとか、そういっ

た部分では土日の活動についても利用して

いただけることを見込んでいるところであ

ります。

利用の見込みの人数でございますけれど

も、現在のスポーツセンターの利用状況を

含めまして、今後、基本設計の中では、各

関係団体とも協議をしまして、利用の調整

も含めて、今後利用ニーズを見込みながら

基本設計のほうで検討してまいりたいと考

えております。どうぞよろしくお願いいた

します。

○議長（大原 昇君） １１番橋本博之さ

ん。

○１１番（橋本博之君） 何か答えになっ

ていないのではないかと思うのです。夏場

の利用の仕方ということで今お聞きしたわ

けで、夏場に利用するということになると、

換気の面だとか、そういうものが相当変わ

ってくるかと思うのです。

冬場だけの利用の仕方と夏場の利用の仕

方をあわせ持つ施設にするということにな

ると、相当、その辺のことがきちんと示さ

れていなければ、委託業者もやりにくいと、

設計のしようがないのではいかと思ってい

ます。

それから、入り込み人数、利用人数なの

ですが、この施設はスポーツセンターと違

いまして、夏場の人数と冬場の人数という

のは、これはまるっきり違うのです。そう

した中で、私はこれはある程度把握してお

く必要があるのではないかと思いますし、

原点に把握しておかなければ発注できない

だろうし、それこそ、隣接案だとか、それ

から併設案、そのようなものにもこれはつ

ながっていくのではないかと思うのです。

併設できるなら併設するのが一番いいので

す。トイレが広いとか狭いというのは、人

数があって初めて出てくるので、供用でき

ないという話も聞こえてきましたので、全

くわからないで発注するというのは、ちょ

っと考えられないです。その点もう一度お

聞きしたいと思います。

○議長（大原 昇君） 教育長。

○教育長（平野浩司君） ただいまの御質

問ですけれども、先ほど基本設計の金額面

の算出の部分で少しお話をさせていただき

ました。

今、御質問の部分の基本構想の中で、大

きなアウトラインを一つまとめました。そ

れを具体的に設計するためには、今本当に

橋本議員がおっしゃったことを、この基本

設計の中で詰めなければならない項目なの

です。

ですから、こっちがデータを全部提供し

て、それを設計としてあらわしてもらうの

であれば、ある意味では基本設計のほとん

どがもうできているような雰囲気というか、

自前でやっていることと同じだというよう

に理解いただければいいと思うのです。

ですから、この大きさについて、こちら

からイメージは出しましたけども、それが

どれだけの利用、具体的にはその委託した

業者をも含めて、私どもと利用者の再度の

利用チェック、それから、今こういう使わ

れ方とする場合には、本当にトイレが必要

かどうかといった場合に、どの大きさが必

要かといった場合に、近くにあるというこ

とで、こういう場合の使い方はできないか

とか、そういういろいろな部分を基本設計

の中できちんと全部協議した中で、最終的
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には、基本としてこの建物にはこれだけの

トイレ数が必要とか、そういうものをきち

んと示す資料も含めて、基本設計としてで

き上がるというように私どもでは理解して

おります。

ですから、部屋等、休憩室も含めて、見

てきたところでのこういうイメージという

形ではお話ししています。それを具体的に、

どういう使われ方がするからこういう大き

さが必要とか、どういうつくりになるかと

か、そういうこともきちんと全部説明され

る資料として出て、今回こういうような基

本的な設計として総額で幾らの中でこうい

う部材でつくるとできてきますということ

が、全部示されるものが基本設計というよ

うに理解していますので、よろしくお願い

いたします。

○議長（大原 昇君） １１番橋本博之さ

ん。

○１１番（橋本博之君） そういうような

話が返ってくるのではないかなとは思って

いたのですけれども、これでは丸投げに近

いと、やるからうまくおまえらつくってこ

いという話ですよね。これはある程度、町

としての考え方をもう少し絞った中で委託

するべきではないかと私は思っているので

す。これでは本当に丸投げということです。

こういう発注の仕方というのはおかしいの

ではないかと、もう少し具体的に発注すべ

きではないかと、そのようなことを思って

おります。

まだまだ意見を述べる機会があるという

ことでございますので、今回はこれで終わ

らせていただきます。

○議長（大原 昇君） 教育長。

○教育長（平野浩司君） 今御意見の中で

丸投げというお話がありましたけれども、

決して丸投げというような考えは持ってお

りません。

いずれにしても、基本設計をする中にお

いては、私どもがどういうものを望んでい

るかというのはきちんと受けた業者と向か

い合わなくてはいけないですし、関係者と

の意見調整、それも必ず今までもほかでそ

ういう設計している場合にはかかわって、

きちんと中に入っていますし、それをペー

パーとしてまとめるということは、実施設

計の中ではやっていただいたりしています

ので、言うならば、まとめて全部という気

持ちは全くございません。そこだけはしっ

かりと町民が望むもの、それからスポーツ

関係者の望むものを協議した中で、まとめ

上げたいというように思っております。

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。

４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） ２７ページの庁舎

改築等事業費の非常勤職員報酬の関係と、

それから３１ページの個別予防接種委託料

について２点お尋ねしたいと思います。

まず庁舎の関係は、町民会議に行政改革

委員会のメンバーを１０名だと思うのです

けれども、４回分の会議を見込んでいると

いうことなのですが、いわゆる基本構想と

いうのは、３月までに多分まとめる作業だ

と思うのです。

４回で済むという行政側の考え方だと思

うですが、回数的に、私は初日で一般質問

しましたように、基本構想ですから、その

次の段階の基本計画とか、その辺、私の言

うようないろいな手法を取り入れても検討

していただきたいところですけれども、当

面は３月までの４回で十分まとめ上げられ

るという理解でよろしいのでしょうか。そ

の辺、まずこの回数で十分なのかというこ

とをお尋ねしたいと思います。

○議長（大原 昇君） 総務部長。

○総務部長（広島 学君） 今回、４回の

報酬費について計上をさせていただいたと

ころでございますけれども、大まかに４回

の中の会議の構成といたしましては、まず

１０月をめどに耐震結果、あるいはその基

本方針内容等について委員の皆様に説明を

した中で、新庁舎に求める機能等について
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協議を図っていきたいと思っております。

次に、翌月の１１月につきましては、そ

ういった協議経過を踏まえた中での基本構

想素案の作成に向けた委員の皆様の意見を

お伺いしたいと考えております。それらを

受けた後に、年内には基本構想素案を委員

の皆様と協議をした中で、これは１２月と

翌年の２回の中で、素案の作成をしていき

たいと考えているところでございます。

ただ、協議の過程によっては、４回で不

足するということもあろうかと思われます

けれども、それは状況を見ながら補正等も

含めて、いずれにしましてもこの委員の中

できちんとした協議ができるような形の報

酬費の補正も含めて、今後とも検討してい

きたいと考えております。

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。

○４番（上杉晃央君） おおむねわかりま

した。そうすると、議論の経過によって足

りなければふやしていくという対応ですか

ら、議会にはめどとしてはいつごろ――私

は先ほど３月ですかというお話をしました

けれども、１２月と翌年ぐらいということ

になると、２月、３月ではなくて、２月ぐ

らいには町のほうとして、状況によっては

基本構想の案を議会にこういうような考え

方でまとめましたというような報告になる

のか、その辺の時期的なめどを今の時点で

の予定でいいですからお示しください。

○議長（大原 昇君） 総務部長。

○総務部長（広島 学君） 予定としては、

先ほど１２月と年明けの２回ということで、

委員会のほうとしては２月に素案の作成を

終了させたいと考えております。

２月中には、議会のほうに御説明をさせ

ていただいた中で、３月にパブコメを実施

したいということで現在考えております。

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。

○４番（上杉晃央君） それでは３１ペー

ジの個別予防接種の関係、これは町のほう

で、中学生まで拡大して費用負担を軽減し

ながらやるということで、いわゆる接種率

というか、利用率が７０％ぐらいを想定し

ているということだったのですけれども、

こういう形で個人負担を軽減した場合、従

前の接種率と比べて、この７０％というの

が、もちろん伸びるということで７０％を

押さえているのだと思いますが、どの程度

と期待をして７０％にしているのか、その

辺の過去の接種率との絡みでの御説明をい

ただきたいと思います。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（髙崎利明君） 今回の補正予

算につきましては、対象児童生徒につきま

して７０％ということで予算計上をさせて

いただいておりますが、今手元に平成２８

年度の過去の接種率がありますのでお答え

させていただきます。

乳幼児、６カ月から６歳までのお子さん

に関しましては、実績では４５.９％、７歳

から１５歳の分につきましては３７.５％と

いうことで、任意接種ではありますけれど

も、トータルでは４０％の昨年の実績でご

ざいました。

今回につきましては、ほかの市町村で助

成を実施しているところの実績等を見まし

て７０％いっているところは、高いところ

では７９％というところもありますが、大

体５０％から７０％の間というような形で

捉えておりますので、美幌町につきまして

は、とりあえず７０％で積算させていただ

いておりますので、御理解願いたいと思い

ます。

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。

○４番（上杉晃央君） 任意接種で、特に

７歳から１５歳までの接種率が低いという

状況がわかりました。

できるだけ、せっかくの助成ですから、

広く対象者にいろいろな機会を捉えていた

だいてＰＲをしていただき、本当は７０％

ではなくて、もっと多くの人に受けもらっ
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て、追加で予算を補正するぐらい接種率が

高まることが町の意図としてはよろしいか

と思うのですが、いろいろな状況を参考に

しながら７０％ということですので、ＰＲ

について積極的にぜひやっていただくこと

を期待して終わります。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（髙崎利明君） この予算につ

きましては、お認めいただきましたら早

速、ホームページや広報もありますけれど

も、まず小中学校だとか幼稚園、保育園に

対してもチラシ等により周知をさせていた

だきます。

なるべく多くの方が予防接種を受けるこ

とによって、本来の目的でありますインフ

ルエンザの発症、重症化の予防を図れるよ

うに周知してまいりたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。

これから、議案第４５号平成２９年度美

幌町一般会計補正予算（第４号）について

を採決します。

この採決は起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

暫時休憩します。

再開は１１時４５分といたします。

午前１１時３１分 休憩

―――――――――――――――――――

午前１１時４５分 再開

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。

―――――――――――――――――――

◎日程第１１ 議案第４６号

○議長（大原 昇君） 日程第１１ 議案

第４６号平成２９年度美幌町国民健康保険

特別会計補正予算（第１号）についてを議

題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

民生部長。

○民生部長（髙崎利明君） 議案の３７ペ

ージをお開き願います。

議案第４６号平成２９年度美幌町国民健

康保険特別会計補正予算（第１号）につい

て御説明申し上げます。

今回の補正につきましては、過年度国庫

負担金等の確定に伴う返還金の補正でござ

います。

平成２９年度美幌町の国民健康保険特別

会計補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ２,２５５万３,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３

０億８,９０５万３,０００円とする。

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。

歳出から御説明いたしますので、４６、

４７ページをお開き願います。

説明については省略させていただきます。

よろしくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第４６号平成２９年度美

幌町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）についてを採決します。

この採決は起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決
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されました。

―――――――――――――――――――

◎日程第１２ 議案第４７号

○議長（大原 昇君） 日程第１２ 議案

第４７号平成２９年度美幌町介護保険特別

会計補正予算（第３号）についてを議題と

します。

直ちに提案理由の説明を求めます。

民生部長。

○民生部長（髙崎利明君） 議案の４９ペ

ージをお開き願います。

議案第４７号平成２９年度美幌町介護保

険特別会計補正予算（第３号）について御

説明申し上げます。

今回の補正につきましては、過年度国庫

負担金等の確定に伴う返還金の補正でござ

います。

平成２９年度美幌町の介護保険特別会計

補正予算（第３号）は、次に定めるところ

による。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ８４０万４,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１７

億７,８５９万円とする。

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。

歳出から御説明いたしますので、５８、

５９ページをお開き願います。

説明については省略させていただきます。

御審議賜りますようよろしくお願いいたし

ます。

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第４７号平成２９年度美

幌町介護保険特別会計補正予算（第３号）

についてを採決します。

この採決は起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

―――――――――――――――――――

◎日程第１３ 議案第４８号

○議長（大原 昇君） 日程第１３ 議案

第４８号平成２９年度美幌町公共下水道特

別会計補正予算（第１号）についてを議題

とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

建設水道部長。

○建設水道部長（石澤 憲君） 議案の６

１ページをお開き願います。

議案第４８号平成２９年度美幌町公共下

水道特別会計補正予算（第１号）について

を御説明申し上げます。

今回の補正につきましては、平成２８年

度に実施しました終末処理場の機械及び電

気設備の更新工事の際に発生いたしました

鉄のスクラップ材の売却を年度末の３月に

行いましたので、その収入に見合う補助金

の返還を行うための予算計上を行うもので

ございます。

平成２９年度美幌町の公共下水道特別会

計補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ１６万６,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１億

４,９２９万５,０００円とするものであり

ます。

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明申し上げますので、７０ページ、７

１ページをお開き願います。

３、歳出であります。

一目、一般管理費、公共下水道事務費の

償還金利子及び割引料１６万６,０００円の

増でありますが、先ほど御説明させていた

だきましたとおり、鉄のスクラップ材の売
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却収入に伴う補助金の返還として１６万６,

０００円の補正でございます。

次に、歳入について御説明を申し上げま

すので、６８ページ、６９ページにお戻り

願いたいと思います。

２、歳入。

このページの歳入は、歳出の事業費の増

額に対する財源を前年度の繰越金に求める

ものでございます。

以上、御説明を申し上げました。どうぞ

よろしくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第４８号平成２９年度美

幌町公共下水道特別会計補正予算（第１

号）についてを採決します。

この採決は起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

―――――――――――――――――――

◎日程第１４ 議案第４９号

○議長（大原 昇君） 日程第１４ 議案

第４９号平成２９年度美幌町病院事業会計

補正予算（第１号）についてを議題としま

す。

直ちに提案理由の説明を求めます。

病院事務長。

○病院事務長（但馬憲司君） 議案７３ペ

ージをお開き願います。

議案第４９号平成２９年度美幌町病院事

業会計補正予算（第１号）について御説明

を申し上げます。

今回の補正につきましては、収益的収支

では外科医師の採用に伴う給与費及び医師

住宅などの経費の増額と、関連する一般会

計からの繰入金の補正を、資本的収支では

電子カルテ端末の増設費用のほか、診療報

酬のデータ管理システムなど、新診療用医

療備品の購入費と企業債の補正を行おうと

するものでございます。

第１条、平成２９年度美幌町の病院事業

会計補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。

第２条の業務の予定量の補正は、主要な

建設改良事業、診療用医療備品購入費用に

つきまして４６３万４,０００円増の１億７

５０万５,０００円にしようとするものであ

ります。

第３条の収益的収入及び支出の補正につ

きましては、実施計画書及び説明書で御説

明申し上げます。

次に、７４、７５ページをお開き願いま

す。

第４条、資本的収入及び支出の補正につ

きましては、資本的収支の不足額を９,２３

１万１,０００円に改め、過年度分損益勘定

留保資金で補う補正を行うものでございま

す。

内容につきましては、実施計画書及び説

明書で御説明申し上げます。

第５条の企業債の補正につきましては、

今回の診療用医療備品購入の財源を企業債

に求めようとするもので、起債限度額を４

６０万円増額し、１億７４０万円にしよう

とするものでございます。

第６条の議会の議決を経なければ流用す

ることのできない経費の補正につきまして

は、職員給与費として２,００１万３,００

０円を増額し、総額を８億９,４５３万９,

０００円にしようとするものでございます。

第７条の他会計からの補助金の補正につ

きましては、一般会計からの繰入基準に基

づく補助金として、医師等研究研修費補助

金９万７,０００円を、基礎年金拠出金経費

補助金３０万１,０００円を増額補正しよう

とするものでございます。

次に、７６、７７ページをお開き願いま
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す。

医業外収益の補正でございます。

一般会計補助金は、医師の給与費及び研

究研修費の増額に伴いまして、繰入基準に

基づき、医師等研究研修に要する経費とし

て９万７,０００円を、基礎年金拠出金負担

金として３０万１,０００円を増額するもの

でございます。

次に、７８、７９ページをお開き願いま

す。

収益的支出の補正でございます。

補正の内容につきましては、いずれも８

月３日付けで採用の外科医師に係るもので、

給料から法定福利費までは８カ月分の人件

費として、総額で２,２１２万５,０００円

を、旅費交通費につきましては、赴任旅費

として２３万１,０００円を、賃借料につき

ましては、医師住宅の借り上げ料として６

８万円を、旅費につきましては、研修旅費

として１９万５,０００円をそれぞれ増額す

るものでございます。

次に、８０、８１ページをお開き願いま

す。

資本的収入の補正でございます。

企業債の補正は、診療用医療備品の購入

の財源を企業債に求めるもので、４６０万

円を増額するものでございます。

次に、８２、８３ページをお開き願いま

す。

資本的支出の補正でございます。

有形固定資産購入費、診療用医療備品等

４６３万４,０００円の増額補正でございま

すが、外科医師の採用に伴いまして、電子

カルテ端末１台の増設費用として５４万円

を、診療録管理体制加算に必要な診療情報

の管理システム購入費として９０万８,００

０円を、今後、将来的に診療報酬の包括支

払い方式に対応することができるよう、厚

生労働省への事前の届け出をするために必

要なＤＰＣデータの作成管理システムの購

入費用として３１８万６,０００円を増額し

ようとするものでございます。

以上、御説明いたしましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第４９号平成２９年度美

幌町病院事業会計補正予算（第１号）につ

いてを採決します。

この採決は起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

暫時休憩します。

再開は１３時１５分といたします。

午前１１時５８分 休憩

―――――――――――――――――――

午後 １時１５分 再開

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。

―――――――――――――――――――

◎追加日程第１ 行政報告

○議長（大原 昇君） 追加日程第１ 行

政報告について。

町長から行政報告があります。

町長。

○町長（土谷耕治君） 〔登壇〕 追加す

る行政報告といたしましては、合同納骨塚

の寄贈についてであります。

去る５月１０日、町内在住の平井ミサヲ

様から、お骨の取り扱いに困られている方

のために、合同納骨塚を設置して町へ寄贈

したいとの申し出があり、６月定例会にお

きまして行政報告をしたところでございま

す。その後、設置場所や施設の規模などの

協議が整ったことから、寄贈者が希望され

る市街共同墓地におきまして建設が進めら

れ、今月２６日に埋蔵予定数８００体の地
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下納骨室を備えた合同納骨塚４３２万円相

当が完成し、翌２７日には町へ引き渡しを

いただける運びとなりました。御厚志をあ

りがたくお受けし、御趣旨に沿って早期の

運用開始といたしたく、本定例会に関係す

る議案を追加提案させていただきたいと存

じます。

次に、本定例会に追加して御提案いたし

ます議案について御説明を申し上げます。

議案第５０号美幌町墓園等条例の一部を

改正する条例制定については、美幌町合同

納骨塚の設置及び管理に関して、必要な事

項を定めようとするものであります。

議案第５１号平成２９年度美幌町一般会

計補正予算（第５号）については、美幌町

役場新庁舎等建設調査特別委員会による視

察経費などを追加しようとするものであり

ます。

なお、細部につきましては、それぞれ担

当部長より御説明を申し上げますので、御

審議の上、原案に御協賛を賜りますようお

願い申し上げまして、追加する行政報告と

提出案件の概要説明といたします。

以上、よろしくお願いを申し上げます。

○議長（大原 昇君） ただいまの行政報

告について質疑を許します。

質疑は一人３回までといたします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これで行政報告を終わります。

―――――――――――――――――――

◎追加日程第２ 議案第５０号

○議長（大原 昇君） 追加日程第２ 議

案第５０号美幌町墓園等条例の一部を改正

する条例制定についてを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

民生部長。

○民生部長（髙崎利明君） 追加議案の１

ページをお開き願います。

議案第５０号美幌町墓園等条例の一部を

改正する条例制定について。

美幌町墓園等条例の一部を改正する条例

を次のように制定しようとする。

記以下につきましては、参考資料で御説

明いたしますので、追加の参考資料１ペー

ジをお開き願います。

資料７、議案第５０号関係。

改正の目的でありますが、市街共同墓地

への合同納骨塚の御寄贈に伴い、合同納骨

塚の設置及び管理に関し、必要な事項を定

めるため、改正を行うものでございます。

改正内容でございますが、第１条は、墓

地、霊園及び合同納骨塚を墓園等に定義す

る改正でございます。

第３条は、合同納骨塚及び生前予約の定

義を追加するものでございます。

第５条は、合同納骨塚の使用者の資格を

追加するもので、第１号で、美幌町に住所

を有する者であって、親族の焼骨の埋蔵を

希望するもの、第２号で、死亡時において

美幌町に住所を有していた親族の焼骨の埋

蔵を希望する者、第３号で、美幌町内の墓

地、墓園及び納骨施設を返還して焼骨の埋

蔵を希望する者、第４号で、美幌町に住所

を有する生前予約を希望する者であって規

則で定めるもの、第５号で、町長が特別な

事情と認めた者とするものです。

第４号の規則で定めるものにつきまして

は、満６５歳以上の者とする年齢制限でご

ざいます。

また、第５号の町長が特別な事情と認め

た者とは、第１号から第３号に該当しない

場合でも、長期間町民であった者、亡くな

った時点で町外者であった場合等に特別な

事情として認める規定としております。

具体的には、介護施設等の入所によって

町外に居住することとなった者で、本町か

ら介護給付費等の居住地特例を受けていた

場合や、故人に近親者がない場合の葬儀、

もしくは火葬を行った者などの申請を想定

しております。

第１１条は、生前予約を除く合同納骨塚

の使用許可を受けた者が許可日から３年を
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経過しても焼骨の埋蔵を行わなかった場合

の権利の取り消し規定を追加するものであ

ります。

第１１条の２は、合同納骨塚の生前予約

における使用許可の効力を許可日から２０

年とする規定を追加するものでございます。

第１６条は、合同納骨塚の管理について、

町長が行う規定を追加するものでございま

す。

別表第１は、合同納骨塚の名称を美幌町

合同納骨塚とし、位置を北海道網走郡美幌

町字元町２６番地と規定するものでありま

す。

別表第２は、美幌町合同納骨塚の使用料

を規定するもので、焼骨１体の使用料、施

設の建設費及び耐用年数５０年の維持管理

経費等をもとに焼骨の埋蔵予定数８００体

で算定し、１体６,０００円とするもので

す。

生前予約１件の使用料につきましては、

焼骨１体の使用料６,０００円に、埋蔵まで

の期間における申請者及び主催者の管理に

関する事務管理経費９,０００円を使用者に

御負担いただくものとし、１件１万５,００

０円とするものでございます。

その他、合同納骨塚の使用料の納付、減

免、不還付に関する取り扱いの整理及び既

設の墓園等と区分するための文言の整理を

行うものでございます。

なお、別表第１における市街共同墓地の

位置について、元町２７番地が元町２６番

地に合筆されていることを確認いたしまし

たので、位置の改正を行うものでございま

す。

新旧対照表につきましては、２ページか

ら６ページを御参照願います。

施行日は、平成２９年１０月１日であり

ます。

以上、御説明いたしました。御審議賜り

ますようよろしくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。

２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） ３点質問をしたい

と思います。

１点目は、条例第５条の２の（４）と

（５）にかかわって、使用者の資格にかか

わることです。

条例では、（４）で生前予約を希望する

者であって、規則で定めるものとなってお

ります。規則を見ますと、年齢要件が書い

てあります。満６５歳以上の者とする。た

だし、町長が特別な事情と認める場合はこ

の限りではないということで、施行規則で

も条例でも町長が特別な事情と認めた者と

いうことで、さらに要綱を見てみますと、

使用者の資格の項目がございまして、先ほ

ど説明がありました。

このまま見ますと、例えば６５歳以下で、

あなたはがんで、あと３カ月の命ですとか、

１年の命だと宣告された人が、生前予約を

しようとしたら、要綱上では拾えないです

よね。多分、規則でいう満６５歳以上の者

とするの後段の、町長が特別な事情と認め

る場合はこの限りでないというのは、年齢

に関して言っているのかということで、そ

れを受けて細かく規定はされていないけれ

ども、多分それらも該当になると思うので

すが、条例でも規則でも要綱でも、細かく

規定すればするほど、最終的に要綱に入っ

ていなければ拾いようがないというように

解釈されていかないかということで、念の

ため満６５歳以前であっても該当するとい

う解釈を、どこでするかという部分を確認

させてください。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（髙崎利明君） ただいまの条

例で認める規則という部分で御説明を１回

いたしましたが、規則で満６５歳という部

分でございますけれども、規則におきまし

ては今の案では基本的に満６５歳以上の者

とするということで規定させていただいて

おりますが、ただし町長が特別な事情と認

める場合はこの限りではないというただし
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書きを添えております。

この部分で、今想定されている部分につ

きましては、大江議員がおっしゃるとおり、

病気等の場合であって６５歳未満でも認め

るということを想定しております。この場

合につきましては、今後もその都度さまざ

まな事例が出てくるとは思いますけれども、

申請に当たりまして、その辺の事情をお聞

きして、その都度その事例を確認し、町長

が認めるという形で決裁をとりまして、承

認していきたいと考えております。

○議長（大原 昇君） ２番大江道男さ

ん。

○２番（大江道男君） 同じ文言が条例で

も規則でも要綱でも出てくるのです。町長

が特別な事情と認めた者ということで、多

分、条例でいっている町長が特別な事情と

認めた者というのは、この（５）は要綱で

受けて、規則でいう年齢要件の町長が特別

な事情と認める場合というのは、細部はど

こにもうたわれていないということになる

のだと思うのですけれども、弾力的にしよ

うとすれば、いちいちは決められないけれ

ども、別なところは要綱で定めて、年齢要

件などについては定めがないということに

なっている条例規則、要綱の体系なのだと。

余り細かく決める必要はないと思うので、

その辺、年齢要件なども含めて、弾力的に

運用するとか受け付けるということについ

ては、公の場所での確認をしっかりしたい

と思って質問したので、そのような取り扱

いをぜひ実際運用に当たっては、よく御説

明をいただければと思います。

それが確認できれば、次の項目に移りた

いと思います。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（髙崎利明君） ただいまの御

質問でございますけれども、想定される部

分以外にもいろいろとこれから出てくるこ

とが想定されますので、今、規則を制定い

たしますけれども、弾力的な対応ができる

ような形で、なるべく申請者の意思を尊重

できるような形にはしたいと考えておりま

す。

件数等が多ければ、また規則の中で明記

いたしますが、とりあえずどのような申請

というか、いろいろな事情があるか想定で

きない部分もありますので、とりあえず弾

力的に運用できる規則で始めたいと考えて

おりますので、御理解願いたいと思いま

す。

○議長（大原 昇君） ２番大江道男さ

ん。

○２番（大江道男君） ２項目めをお聞き

したいと思います。

使用申請にかかわってであります。

合同納骨塚の使用の申請については、条

例上は明記されていなく、規則事項となっ

ています。

それで、別表第１に定める範囲内で、例

えば埋蔵者に配偶者がいる場合で子供もい

るという場合は、配偶者と子供全員という

ようになっています。

また、埋蔵予定者だと思いますが、配偶

者がいない場合は、例えば子供がいないと

いう場合は、父母、兄弟姉妹全員というこ

とになっています。

このとおりだとすると、全員の同意が得

られないと申請できないということになる

ので、多分ここも弾力的にされるのだろう

というように思いまして、お聞きしたいと

思います。

実は、民法８９７条では、お骨にかかわ

っては、祭祀の主宰者の申請があれば受け

付けるというように解釈されていまして、

同意の範囲は取ろうとしたら無限に広がっ

てどうしようもないということで、専門の

方々は祭祀の主宰者が申請すれば受け付け

ますという状態になっています。まして、

例えば生前予約であれば、埋葬予定者と祭

祀の主宰者とが連名で申請すれば、私は要

件的にはほぼ１００％だというように思っ

ているのです。ただ、行政上は念のため、

同意をいただければ後々スムーズだという
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ことで、同意書をというのはそういう位置

づけなのだというように思います。

それで、確かにそれは理想ですが、例え

ば、関係者の中に認知症の方がいらっしゃ

って、判こを押せと言われても押せないと

か、それから付き合いが全くないという方

も中にはいらっしゃいます。同意を求めよ

うがないと、あるいは何らかの原因でいさ

かいが起こっていて、とてもそういうよう

な状況にはないというようなことも含めて

言った場合に、これはあくまでも、同意は

念のためであって、いろいろ事情があれば、

これも町長が認めますという余地を十分持

ったものだというような解釈で行うべきで

はないかと思うのですが、そのような解釈

に間違いないかどうかを確認したいと思い

ますがいかがでしょうか。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（髙崎利明君） ただいまの同

意の範囲の御質問でございますけれども、

合同納骨塚の使用許可申請の手続につきま

しては、一応、美幌町墓園等条例の施行規

則の中で、合同納骨塚使用許可申請書と合

同納骨塚の埋蔵同意書兼承諾書を添えて申

請するという形に規定させていただくこと

になります。

それで、合同納骨塚の埋蔵同意書兼承諾

書につきましては、申請者もしくは主宰者

のほか、先ほど大江議員がおっしゃったと

おり、別表をつくっておりますけれども、

同意書を要するものとしております。

このことは、合同納骨塚に埋蔵すると焼

骨が混在し返還することができないという

ことがありますので、合同納骨塚の埋蔵同

意書兼承諾書を提出していただくというこ

とにしております。

同意の範囲につきましては、他自治体の

事例も参考に、相続の順位に準じて、先ほ

どお話しありましたように、埋蔵者に配偶

者がいる場合で子供がいない場合は配偶者

の同意、埋蔵者に配偶者と子供がいる場合

は配偶者と子供全員の同意、埋蔵者に配偶

者がいない場合で子供がいる場合は子供全

員の同意、埋蔵者に配偶者も子供もいない

場合は埋蔵者の父母及び兄弟というような

全員の同意としておりますが、この同意に

つきましては、先ほど民法のお話もありま

したけれども、民法８９７条におきまして

は、祭祀に関する権利の継承ということで、

新生児につきましては主宰者となり得る人

なのですけれども、実際埋蔵されるときに

はどなたが主宰者になるかは、やはり今の

時点では確認できないということもありま

して、先ほどお話ししましたとおり、焼骨

の返還ができないことと、将来どなたが主

宰者になるかわかりませんので、全員の同

意が必要だということを、まずは丁寧に御

説明させていただきたいと考えております。

ただ、その中でも、大江議員がおっしゃ

るとおり病気等により意思表示が伝えられ

ない方、実際兄弟ではあるのですが居所不

明で連絡ができないような場合、その他や

むを得ない事情等もいろいろあるかと思い

ますので、その場合につきましては、その

都度申請時にもらえない理由等の内容を御

確認させていただきまして、対応をさせて

いただくことを考えております。

この分につきましては、規則の中に同意

を要するものとするということの中に、た

だし書きで町長が特別な事情と認める場合

は、その部分を省略することができるとい

う形で処理させていただきたいと考えてお

りますので、御理解願います。

○議長（大原 昇君） ２番大江道男さ

ん。

○２番（大江道男君） ただし書きがある

ということで、ぜひ実際に則して運用して

いただければと思います。

最後の部分をお聞きします。

生前予約の使用料にかかわってです。

私も全道で生前予約を受け付けている合

同納骨塚、合葬墓を調べる限り調べさせて

もらいましたが、死後の申請と生前予約に

料金の差をつけているのは見当たりません。
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多分、全道で美幌が初めてということにな

るのだろうというように思います。

私自身の感じとしては、積算根拠も示さ

れておりまして、本当にそれが全部必要な

のだろうかというような疑問はあります。

ただ、スタート時点なので、そういうこと

でスタートするというのもやむを得ないか

と思いつついるのですが、率直に言って積

算が甘いのではないかという思いもありま

すが、あえて一つ一つ説明を求めることは

いたしません。

定期的に見直しをしながら、その積算根

拠、より合理的なものに改めていくという

ことは、姿勢の問題としてぜひ求めたいと

思うのですが、何せ６,０００円の死後の使

用料に対して、生前だから２.５倍求めるも

のについては、いろいろ注目も集めるのだ

と思います。

全道初のケースいうことで、くれぐれも

実態に則して無駄な作業にならないという

こと、あるいは気分や感情を害してはなら

ないということなども含めて、慎重な取り

扱いと絶えざる見直しを図って、最終的な

条例事項にかかわってくるので、私として

は不満は残りますけれども、そういう担保

がとられればやむなくスタートをするとい

うことについては、やむを得ないかと思う

のですが、取り扱いについてぜひ慎重かつ

絶えざる見直しを図っていただければと思

うのですが、いかがでしょうか。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（髙崎利明君） ただいまの生

前予約者の使用料に関しての御質問だと思

いますけれども、通常の焼骨を埋蔵される

方につきましては、その時点で処理が終わ

るということで考えておりますが、生前予

約者につきましては、その後埋蔵されるま

での期間を要するということで、本人及び

主宰者に対する住所、居所の確認とか、主

催者等の変更があった場合の管理等をする

ための経費ということで、管理費用を加算

させていただいている考えでございます。

生前予約者の管理に関する費用でありま

すので、申請者に御負担いただくという考

え方、また管理することで、うちの場合２

０年で失効することもありますけれども、

その間のトラブルの防止もできるというこ

とに伴うのと、許可に対した管理を行って

いくことで、申請者に対してのきめ細やか

な対応、生前予約をしていただいている部

分の意思を尊重して、埋蔵されるまでの間

管理をするという意味合いも見込めまして

管理する形にさせていただいております。

それで、使用料の考え方でございますけ

れども、今始まったばかりですので、すぐ

に見直しという形にはならないとは思いま

すけれども、町におきましては使用料手数

料の定期的な見直しはこれだけではなく、

ほかのいろいろな使用料手数料の見直しを

図っておりますので、そういう中で実際の

経費等を積算して、今の積算根拠が実際ど

の程度かかるかということでの見直しは、

その都度図っていきたいと考えております

ので、御理解をよろしくお願いいたしま

す。

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。

４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） 私からも数点質問

させていただきます。

まず一つ目は、大江議員が先ほど質問し

ていましたけれど、私も調べてみて、いわ

ゆる通常の焼骨の埋蔵と生前予約を別料金

で二本立てにしているところというのは、

道内で多分美幌町が初めてだと思います。

それで、ほかの自治体では同じような生

前予約を受付していても一本の料金でいっ

ているのです。私も詳しくは確認しており

ませんけれども、美幌町がこういう判断を

した背景の中に、実際に生前予約をしてい

る自治体の中で、具体的にこういう問題が

生じているという事例などを美幌町も勘案

しながら、一定の判断をしたかと思います

ので、どういう具体的な事例があったのか
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について、ぜひお聞かせいただきたいと思

います。

ちなみに、本州などは、北海道では余り

ないのですけれども、いわゆる骨壺で２０

年間預かって、２０年経過すると合同納骨

塚に焼骨を入れるという形で、二段階で預

かるような形を実はとっているところもあ

るのです。そういうところであれば、もち

ろん別々に保管しますから、そういう料金

が別途かかってくるということはわかるの

ですけれども、今、大江議員の質問に対し

て、使用料手数料は確かに定期的に見直し

するわけですけれども、この議会に以前説

明していただいた積算の内訳でいえば、例

えば郵便料とか、こういったものが短期間

のうちに何倍にもなることは考えづらいで

すし、今の説明で言えば、何か柔軟に対応

して状況によって見直しするかのように聞

こえたのですけれども、私は非常にその辺

は、一旦決めてしまったものを５年やそこ

らで見直しをして、この１万５,０００円を

変えたりするというのは、逆にスタートし

た時点での申し込みをされた方と、それ以

降の方で著しく料金に差が生じたりすると

いうことは、いかがなものかというように

も感じています。

まず１点目、なぜ美幌町が２０年間そう

いう事務的な手間も考えながら、そのコス

トを申請する住民の皆さんに負担を求めて、

こういう形で二つの料金体系の中でやると

いうように判断したのか、その大きな理由

について、まずお聞かせいただきたいと思

います。

○議長（大原 昇君） 環境生活主幹。

○環境生活主幹（佐々木斉君） ただいま

の御質問でございます。

合同納骨塚を御寄贈いただくこととなり

まして、他の自治体に出向いたり、電話等

でお尋ねしたりとかして参考としたものが

ございます。

その中の一つは、生前予約を受けている

自治体は、皆さん自治体の中でデータベー

スを構築したり、何らかの方法できちんと

生前予約の内容を把握して、管理して、そ

してお客様から亡くなったという連絡があ

った場合は、その内容をデータベースと突

合して、焼骨の埋蔵を受け付けするという

のが一般的でございます。

それで、中には主宰者から名字が変わっ

ていたなどしたときにを連絡いただいて、

変更届をいただくというのもございますが、

何分、この制度は平成２５年に網走市が生

前予約を受け付けた制度がありまして、そ

れ以降に、他の自治体でも２７年、２８年

に始めたということであります。想定事例

の部分もございますが、やはり届け出が主

体となっているということで、変更があっ

たら届け出をしてくださいということがベ

ースになっています。

しかし、管理はきちんとデータベース化

したり何なりして、それぞれの自治体はい

ろいろな工夫がされているということで、

そのときに、もし届け出がおくれた場合、

例えばお亡くなりになったけれども連絡が

来なかった場合などというときに、やはり

町のせいになってしまうことから、例えば

登録の内容を定期的にお送りするような方

法などをやられてはいないのですかと聞い

てみました。そうすると、逆に言うとそれ

も一つの方法ですねということで、お客様

にも登録の内容が伝わりますし、申請され

る方が高齢であって、その後に例えば認知

になってしまったなどというときに、きち

んとした通知か何かが定期的にお知らせで

届くということは、決して悪い考えではな

いですねというようなお話をいただきまし

た。

ほかの町村ではまだそういうようなとこ

ろまで至ってはいないのですけれども、決

してそういう考えを持つことは間違ってい

ないのだということを思いまして、美幌町

は先ほどありましたけれども、利用者の利

便性のことを考えると、このような作業を

するということも決して間違ってはいない



－ 129－

のではないかという判断をさせていただい

たところでございます。

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。

○４番（上杉晃央君） 利用者の利便性と

いうか、もちろんこれは条例や規則でそう

いう主宰者の変更だとか何かあった場合に

は、届け出るということをどこの自治体も

定めていますけれども、それをきちんとす

るかどうかは確かに難しいと思います。し

ない方もいらっしゃるとは思うのですけれ

ども、トラブルの件数というのがはたして

どれだけ――これはやってみないとわから

ないのですけれども、私はそんなにトラブ

ルのようなことは少ないのではないかと思

います。これは私の主観ですからわかりま

せんけれども、そのために、やはり行政側

の職員が２０年間しっかり届け出た人たち

に通知しながら管理するというのは、その

取り組みとしては、きちんとしたことでい

いと思うのですけれども、負担になること

と合わせて、それをやるために先ほど言っ

た通常の６,０００円の焼骨以外にプラス

９,０００円を負担して１万５,０００円と

いう料金体系になるということを考えた場

合に、その辺、私はいかがなものかという

思いがあります。

美幌町としては、他ではやっていないけ

れども、利用者の利便性を考えてこのよう

に管理することとしたいというお話でした

が、利便性ということよりも、町がそうい

うトラブルを生じないようにするために、

事前の策でこういう形でやろうとしている

のではないかと思っているのですけども、

やはり利便性なのでしょうか。

これは申請者側の利便性を図るという意

味で、こういう管理をしたいということな

のでしょうか。その点だけもう一度お答え

ください。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（髙崎利明君） 町が管理を行

うということは、当然許可をして与えてい

るものですから、その間きちんと管理をす

るという形は当然のことでありますし、き

ちんと管理をすることで、生前予約をされ

た方に間違いなく納骨されるという意思も

尊重されるという部分にもなるのかと考え

ているところでございます。

それと、先ほどの使用料につきまして

も、定期的に見直しはするという話でした

けれども、見直しを図っていくというの

は、すぐに改定をするという形は、今始ま

ったばかりでございますし、そういう考え

はないということをまずはお伝えしておき

ます。

それと、使用料の考え方につきましても、

厚生労働省のほうの合同納骨塚に関する研

究報告書の中で、先ほどお話ししたとおり、

道内では使用料を２段書きにしているとこ

ろはありませんけれども、考え方としては、

町内・町外、町民・町民以外の考え方もあ

りますし、今言いましたように、管理につ

きましても、当然生前予約につきましては

埋蔵されるまでの間、管理をしていかなく

てはいけません。それは、やはりその分の

かかる管理経費を徴したほうがいいという

考え方の報告もありますので、美幌町とし

てはほかに道内で先進事例はありませんけ

れども、独自の制度として、生前予約者の

部分で申し込んだ方に関しましては、申し

わけないのですけれども、かかるべき経費

は御負担していただくという考えで設定さ

せていただきましたので、御理解願いたい

と思います。

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。

○４番（上杉晃央君） それでは、次の項

目に移ります。

条例第５条第２項第５号について、先ほ

ど大江議員の質問に対しても答えておりま

したが、この条例だとか、あるいは規則の

中で、先ほども答弁いただいた町長が特別

な事情と認めたものについて云々という、

そういう規定がございます。
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それで、これは今議会の場ですから、こ

ういう議論をして、私たちはどういう事例

が考えられるのかということを知り得るの

です。この、町長が特別として認めるよう

なケースというのは、今想定し得るものは、

例えば条例が施行されて、実際に受け付け

したりするときに、やはりきちんと丁寧に、

今の時点で想定されるようなことはこうい

うものが対象になりますということを、い

ちいち事例は挙げませんけれども先ほど民

生部長が答えたようなケースについて、き

ちんと皆さんに申し込みを受け付ける際に、

広報を通じて、もちろん町のホームページ

なども含めて、しっかり具体的な事例など

を出すべきではないかと思いますが、その

辺についてはいかがでしょうか。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（髙崎利明君） ただいまの規

則、要綱等の取り扱いでございますが、ま

ず規則、要綱につきましてもホームページ

からは見られるような形を現在もとってお

りますので、同じような形にはさせていた

だきたいと考えております。

それで、今言った事例については、まず

窓口にこられるような方だとか、あとホー

ムページでも受け付けの仕方という部分も

含めまして、条例、規則の文面を出すと非

常にわかりづらい部分がありますので、申

請できる方だとか、具体的にわかりやすい

形での受付方法だとか、そういった周知方

法で、焼骨の場合とか生前予約の場合とか、

何種類か種類もつけて、その人に合った部

分で、見てわかりやすい形で整理してホー

ムページや窓口でわかるようにさせていた

だきたいと考えておりますので、御理解い

ただきたいと思います。

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。

○４番（上杉晃央君） ほかの町の視察も

しましたし、視察した場所以外のところな

どを見ても、結構詳しく書いてありました。

町民の皆さんがわかるために、町の広報

だけでこのために何ページも割いてという

のは、正直難しいと思うのです。そうなる

と、先ほど言ったような、こういう実際に

利用するに当たって、今質問している町長

が認めるというのは、こういうことが想定

されるのですということなどを、ぜひ丁寧

に町民の皆さんに、パンフレットなのかど

うかはわかりませんけれども、一般的には

自治体のホームページからダウンロードで

きますので、そういう方法ももちろんとら

れるのでしょうけれども、それらによって

でも情報がわからない町民もたくさんいら

っしゃいますので、ぜひその辺をきちんと

周知をしていただきたいと思います。

それと、最後に、これは実際にこの条例

が施行されたら、いつから実際に受け付け

を開始するのかについて、これは条例上で

今の提案は施行日が１０月１日となってい

ますけれども、当然、住民の皆さんに周知

をしたりしながら、特に関心のある生前予

約だとか、そういった部分が既に私のとこ

ろにも何人かの方から電話で、料金はどう

なるのですかということを聞かれています

ので、本日の議会の中で提案されて、それ

で決定になれば、皆さんには町のほうから

きちんと周知されると思いますというよう

なことしかお答えしていないので、そうい

った面で、実際のところ受け付けるタイム

ラグというか、条例が通って広報に載せて

ということになると、実際に町のほうはい

つごろを想定して、そういう準備をされて

いくのか、その辺もし考え方があればお聞

かせください。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（髙崎利明君） ただいまの町

民周知に関します今後のスケジュールとい

うことでございますが、広報につきまして

は１０月１日には当然間に合いませんので、

１１月１日号に掲載させていただきたいと

考えております。

今回条例をお認めいただきますと、１０

月１日が施行日ということになりますので、
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実際には１０月１日は日曜日ですから、１

０月２日から受付をさせていただき、納骨

につきましては運用にありますが、すぐ１

０月から毎週火曜日と金曜日ということで

考えておりますので、その部分で受付をし

て、書類が整えば受付を始めたいと思いま

すが、何分まだ周知されておりませんので、

この分につきましては、すぐにホームペー

ジに載せますし、先ほどお話ししました窓

口パンフレットについてもホームページ等

に掲載する予定です。あと、斎場だとか宗

教関係者のほうにも、条例が通りましたら

周知をさせていただきたいと考えておりま

す。

一応、広く周知というのは、時間的に１

０月１日施行日までは時間がありませんが、

できる限りの範囲で周知を図っていきたい

と考えておりますので、御理解願いたいと

思います。

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。

○４番（上杉晃央君） 考え方はわかりま

した。いろいろと私が言っているようなこ

とを周知されなくても、もう既に広報等で、

こういったものが町で議論されて議会にか

かるということを関心持たれる人がいらっ

しゃいますから、実際には１０月１日に施

行して、２日からもしそういうことを待ち

望んでいた人が来たとしても、それはそれ

で受け付けしていくということはわかりま

した。

いずれにしても、先ほど話したように、

きちんと町民の皆さんにとって、新しいこ

の合同納骨塚が、どういうときに利用でき

るのかというようなことなどを、きちんと

した形で準備ができたら、町民の皆さんに

配布いただきたいと思います。

あわせて、議長にお願いしたいと思いま

すけれども、そのパンフレットなるものが

できましたら、ぜひ全議員に行政側のほう

から配付いただくように取り扱いをお願い

いたしたいと思います。

以上で終わります。

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。

これから、議案第５０号美幌町墓園等条

例の一部を改正する条例制定についてを採

決します。

この採決は起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

暫時休憩します。

再開は１４時１５分といたします。

午後 ２時００分 休憩

―――――――――――――――――――

午後 ２時１５分 再開

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。

―――――――――――――――――――

◎追加日程第３ 議案第５１号

○議長（大原 昇君） 追加日程第３ 議

案第５１号平成２９年度美幌町一般会計補

正予算（第５号）についてを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（広島 学君） 追加議案の５

ページになります。

議案第５１号平成２９年度美幌町一般会

計補正予算（第５号）について御説明を申

し上げます。

平成２９年度美幌町の一般会計補正予算

（第５号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ１０３万４,０００円を追加し、歳

入歳出それぞれ１１１億６,０１０万１,０

００円とするものでございます。
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第２項につきましては、事項別明細書に

て御説明を申し上げますので、１４ページ、

１５ページをお開きいただきたいと思いま

す。

まず１款、議会費でございます。

議会費の旅費、議会運営事務費の増、費

用弁償３６万４,０００円の増につきまして

は、昨日設置されました役場新庁舎等建設

調査特別委員会事務調査に係ります道内２

回分の費用弁償の計上でございます。

その下の特別旅費７万８,０００円につき

ましては、同じく事務局職員に係る旅費の

計上でございます。

２款、総務費の４目財産管理費、庁舎改

築等事業費の増、特別旅費５万２,０００円

の計上につきましては、特別委員会設置に

伴いまして、視察同行が必要な場合につい

ての旅費の計上で、２名分、２回分を計上

させていただいたところでございます。

１０款、教育費でございます。

２目、体育施設費、屋内体育施設維持管

理事業費の増、修繕料５４万円の増につき

ましては、Ｂ＆Ｇ海洋センターのバイオマ

スボイラー温水巡回ポンプの取りかえ修繕

でございまして、平成２２年に設置のボイ

ラーに不具合が生じていることから、ポン

プの取りかえを行おうとするものでござい

ます。

次に、歳入について御説明を申し上げま

すので、１２ページ、１３ページにお戻り

をいただきたいと思います。

１８款、繰入金の財政調整基金繰入金の

増３万２,０００円と、１９款、繰越金、前

年度繰越金１００万２,０００円の増につき

ましては、いずれも今補正に係る財源を財

政調整基金繰入金及び前年度繰越金に求め

るものでございます。

なお、今補正後の財政調整基金の年度末

予定残高を参考資料の７ページに添付して

おりますので、参照いただければと思いま

す。

以上、御説明を申し上げました。よろし

くお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第５１号平成２９年度美

幌町一般会計補正予算（第５号）について

を採決します。

この採決は起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

―――――――――――――――――――

◎日程第１５ 認定第１号から

日程第２０ 認定第６号まで

○議長（大原 昇君） 日程第１５ 認定

第１号平成２８年度美幌町一般会計歳入歳

出決算認定について、日程第１６ 認定第

２号平成２８年度美幌町国民健康保険特別

会計歳入歳出決算認定について、日程第１

７ 認定第３号平成２８年度美幌町後期高

齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

て、日程第１８ 認定第４号平成２８年度

美幌町介護保険特別会計歳入歳出決算認定

について、日程第１９ 認定第５号平成２

８年度美幌町公共下水道特別会計歳入歳出

決算認定について、日程第２０ 認定第６

号平成２８年度美幌町個別排水処理特別会

計歳入歳出決算認定について、以上６件を

一括議題といたします。

お諮りします。

本件については、６人の委員をもって構

成する一般会計等決算審査特別委員会を設

置して、地方自治法第９８条第１項の権限

を委任し、これに付託の上、閉会中の継続

審査とすることにいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者り〕
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○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。

したがって、認定第１号平成２８年度美

幌町一般会計歳入歳出決算認定から認定第

６号平成２８年度美幌町個別排水処理特別

会計歳入歳出決算認定までについては、６

人の委員をもって構成する一般会計等決算

審査特別委員会を設置して、地方自治法第

９８条第１項の権限を委任し、これに付託

の上、閉会中の継続審査とすることに決定

しました。

お諮りします。

ただいま設置されました一般会計等決算

審査特別委員会の委員については、美幌町

議会委員会条例第７条第２項の規定により、

２番大江道男さん、４番上杉晃央さん、６

番戸澤義典さん、７番早瀨仁志さん、１０

番吉住博幸さん、１２番中嶋すみ江さん、

以上６人を指名したいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。

したがって、ただいま指名しました６人

の方を一般会計等決算審査特別委員会委員

に選任することに決定しました。

―――――――――――――――――――

◎日程第２１ 認定第７号から

日程第２２ 認定第８号まで

○議長（大原 昇君） 日程第２１ 認定

第７号平成２８年度美幌町水道事業会計決

算認定について、日程第２２ 認定第８号

平成２８年度美幌町病院事業会計決算認定

について、以上２件を一括議題といたしま

す。

お諮りします。

本件については、６人の委員をもって構

成する企業会計決算審査特別委員会を設置

して、地方自治法第９８条第１項の権限を

委任し、これに付託の上、閉会中の継続審

査とすることにいたしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。

したがって、認定第７号平成２８年度美

幌町水道事業会計決算認定及び認定第８号

平成２８年度美幌町病院事業会計決算認定

については、６人の委員をもって構成する

企業会計決算審査特別委員会を設置して、

地方自治法第９８条第１項の権限を委任し、

これに付託の上、閉会中の継続審査とする

ことに決定しました。

お諮りします。

ただいま設置されました企業会計決算審

査特別委員会の委員については、美幌町議

会委員会条例第７条第２項の規定により、

１番髙橋秀明さん、３番新鞍峯雄さん、５

番稲垣淳一さん、８番岡本美代子さん、９

番坂田美栄子さん、１１番橋本博之さん、

以上６人を指名したいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。

したがって、ただいま指名しました６人

の方を企業会計決算審査特別委員会委員に

選任することに決定しました。

暫時休憩します。

再開は１４時５５分といたします。

休憩中に、両決算審査特別委員会を開催

し、正副委員長の互選をお願いいたします。

午後 ２時２４分 休憩

―――――――――――――――――――

午後 ２時５５分 再開

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。

―――――――――――――――――――

◎諸般の報告

○議長（大原 昇君） 諸般の報告をいた

します。

休憩中に開催された両決算審査特別委員

会において、委員長及び副委員長の互選が

行われ、その結果報告が議長の手元に参り
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ましたので報告します。

一般会計等決算審査特別委員会の委員長

に大江道男さん、副委員長に中嶋すみ江さ

ん。

企業会計決算審査特別委員会の委員長に

髙橋秀明さん、副委員長に岡本美代子さん。

以上のとおり互選された旨の報告があり

ました。

暫時休憩します。

再開は１５時３５分とします。

午後 ２時２６分 休憩

―――――――――――――――――――

午後 ３時３５分 再開

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。

―――――――――――――――――――

◎日程第２３ 意見書案第７号

○議長（大原 昇君） 日程第２３ 意見

書案第７号軽油引取税の課税免除特例措置

の継続を求める意見書についてを議題とし

ます。

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。

これから質疑を行います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、本意見書案についてを採決し

ます。

お諮りします。

本意見書案は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本意見書案は、原案のとお

り可決されました。

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先に提出すること

といたします。

―――――――――――――――――――

◎日程第２４ 意見書案第８号

○議長（大原 昇君） 日程第２４ 意見

書案第８号林業・木材産業の成長産業化に

向けた施策の充実・強化を求める意見書に

ついてを議題とします。

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。

これから質疑を行います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、本意見書案についてを採決し

ます。

お諮りします。

本意見書案は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本意見書案は、原案のとお

り可決されました。

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先に提出すること

といたします。

―――――――――――――――――――

◎日程第２５ 意見書案第９号

○議長（大原 昇君） 日程第２５ 意見

書案第９号適正な地方財政計画の策定を求

める意見書についてを議題とします。

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと
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思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。

これから質疑を行います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、本意見書案についてを採決し

ます。

お諮りします。

本意見書案は原案のとおり決することに

御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本意見書案は、原案のとお

り可決されました。

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先に提出すること

といたします。

―――――――――――――――――――

◎日程第２６ 報告第１１号

○議長（大原 昇君） 日程第２６ 報告

第１１号健全化判断比率について、お手元

に配付しているとおり、報告書の提出があ

りましたので、お聞きすることがあれば許

します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） ないようでありま

すので、報告第１１号健全化判断比率につ

いては、これで終わります。

―――――――――――――――――――

◎日程第２７ 報告第１２号

○議長（大原 昇君） 日程第２７ 報告

第１２号資金不足比率について、お手元に

配付しているとおり、報告書の提出があり

ましたので、お聞きすることがあれば許し

ます。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） ないようでありま

すので、報告第１２号資金不足比率につい

ては、これで終わります。

―――――――――――――――――――

◎日程第２８ 報告第１３号

○議長（大原 昇君） 日程第２８ 報告

第１３号放棄した債権の報告について、お

手元に配付しているとおり、報告書の提出

がありましたので、お聞きすることがあれ

ば許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） ないようでありま

すので、報告第１３号放棄した債権の報告

については、これで終わります。

―――――――――――――――――――

◎日程第２９ 報告第１４号

○議長（大原 昇君） 日程第２９ 報告

第１４号平成２８年度教育委員会の主な事

務の管理及び執行状況の点検・評価の報告

について、お手元に配付しているとおり、

報告書の提出がありましたので、お聞きす

ることがあれば許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） ないようでありま

すので、報告第１４号平成２８年度教育委

員会の主な事務の管理及び執行状況の点検・

評価の報告については、これで終わります。

―――――――――――――――――――

◎日程第３０ 報告第１５号

○議長（大原 昇君） 日程第３０ 報告

第１５号例月出納検査報告について（５月

～７月分）、お手元に配付しているとおり、

報告書の提出がありましたので、お聞きす

ることがあれば許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） ないようでありま

すので、報告第１５号例月出納検査報告に

ついて（５月～７月分）は、これで終わり

ます。

―――――――――――――――――――

◎日程第３１ 議員の派遣について

○議長（大原 昇君） 日程第３１ 議員
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の派遣についてを議題とします。

お諮りします。

議員の派遣については、お手元に配付し

た印刷物のとおり、派遣することに御異議

ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本件は、お手元に配付した

とおり派遣することに決定しました。

―――――――――――――――――――

◎日程第３２ 閉会中の継続調査に

ついて

○議長（大原 昇君） 日程第３２ 閉会

中の継続調査についてを議題とします。

各委員長から会議規則第７５条の規定に

よって、お手元に配付した印刷物のとおり

申し出があります。

お諮りします。

各委員長から申し出のとおり、閉会中の

継続調査とすることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。

したがって、各委員長から申し出のとお

り、閉会中の継続調査とすることに決定し

ました。

―――――――――――――――――――

◎閉会宣告

○議長（大原 昇君） 以上で、本定例会

に付議されました案件は、全部終了しまし

た。

会議を閉じます。

これで、平成２９年第５回美幌町議会定

例会を閉会します。

御苦労さまでした。

午後 ３時４２分 閉会  
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